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過
疎
化
と
高
齢
化
が
す
す
む
農
林
漁
村
を
活
力

あ
る
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
最
も
必
要
な

も
の
は
、
優
れ
た
人
材
で
す
。
過
疎
地
域
で
は
何
を

や
る
に
も
人
手
が
十
分
と
は
い
え
ず
、
特
に
地
域
づ

く
り
の
核
と
な
る
若
者
や
中
高
年
者
た
ち
は
、
仕
事

を
か
か
え
な
が
ら
地
域
や
集
落
の
各
種
活
動
に
日
々

奔
走
す
る
多
忙
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
高
い
専

門
性
が
要
求
さ
れ
る
仕
事
や
地
域
活
動
に
対
し
て
は
、

そ
れ
を
支
援
し
よ
う
と
、
国
や
県
等
で
各
種
研
修
制

度
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
参
加
す
る
時
間
や
機
会

が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
地
域
で
活
か
さ
れ
て
い

る
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
住
民
生
活
を

最
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
自
治
体
も
、
合
併
と
そ
れ
に
伴

う
人
員
削
減
、
厳
し
い
財
政
状
況
等
で
、
地
域
住
民

の
要
望
に
は
充
分
対
応
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。

日
本
の
過
疎
対
策
の
柱
と
し
て
昭
和
45
年
に
制

定
さ
れ
た「
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
」
の

施
行
か
ら
来
年
で
40
年
。
10
年
ご
と
に
名
称
を
少
し

ず
つ
変
え
な
が
ら
新
法
を
制
定
し
、「
雇
用
の
拡
大
」

「
地
域
の
活
性
化
」「
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
対
策
」「
交
流
事

業
」
等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
道

路
整
備
や
施
設
建
設
等
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
、
都
市

住
民
と
の
交
流
活
動
等
は
活
発
に
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
過
疎
化
は
一
向
に
解
消
さ
れ
ず
、
最
近
は
「
限

界
集
落
」
と
い
う
言
葉
さ
え
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
、「
過
疎
地
域
の
住
民
は
行
政
を
含
め

て
、
国
や
県
等
か
ら
助
成
し
て
も
ら
う
こ
と
に
慣
れ
、

自
分
た
ち
は
主
体
的
に
地
域
を
守
る
意
識
や
行
為
が

希
薄
だ
っ
た
」
と
か
、「
経
済
大
国
ニ
ッ
ポ
ン
で
は
都

市
に
人
口
が
集
中
、
地
方
が
過
疎
化
す
る
の
は
当
然

で
、
今
後
も
過
疎
化
は
進
む
」、「
補
助
金
よ
り
も
地

域
に
必
要
な
の
は
『
補
助
人
』
だ
」
等
と
地
域
問
題

の
専
門
家
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
今
ま
で
、
各
省
や
都
道
府
県
と
協
力

し
て
地
域
の
活
性
化
や
人
材
育
成
を
図
っ
て
き
ま
し

た
が
、
平
成
20
年
８
月
に
は
「
集
落
支
援
員
」
制
度

を
新
設
し
て
、
過
疎
地
域
の
集
落
を
見
回
り
、
高
齢

者
の
支
援
や
集
落
の
活
性
化
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
支

援
員
の
活
動
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
過
疎
地
の
限
ら
れ
た
人
材
の
中
で
支
援
員

を
確
保
し
て
い
く
の
は
難
し
い
市
町
村
も
あ
り
、
都

市
等
か
ら
新
た
な
人
材
を
確
保
・
派
遣
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
中
で
、
過
疎
地
域
に
入
り
、
地
域
の
産

業
や
自
然
環
境
の
調
査
や
整
備
、
住
民
生
活
、

医
療
・
福
祉
等
を
支
え
、
指
導
し
、
共
に
汗
を
流
し

て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
高
い
専
門
性
を
持
つ
人

た
ち
で
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
中
に
も
研
修
等
を

受
け
て
地
域
お
こ
し
に
新
た
な
視
点
で
取
り
組
む

人
々
や
、
伝
統
の
技
術
等
を
次
世
代
に
伝
承
す
る
努

力
を
続
け
て
い
る
人
々
が
い
ま
す
。

「
で
ぽ
ら
」37
号
で
は
、
都
道
府
県
や
各
団
体
、
企
業

等
が
行
っ
て
い
る
支
援
制
度
の
紹
介
と
、
支
援
隊
が

そ
の
専
門
性
を
活
か
し
て
、
地
域
産
業
の
活
性
化
、

地
域
医
療
や
地
域
福
祉
、
地
域
お
こ
し
等
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
例
を
特
集
し
ま
し
た
。
取
材
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
方
々
は
、
地
域
の
た
め
に
と
日
夜
努
力
し

て
お
り
、
皆
さ
ん
大
変
多
忙
で
、
頭
が
下
が
る
思
い

で
し
た
。
多
分
地
域
の
人
に
劣
ら
な
い
ほ
ど
地
域
を

愛
し
、
地
域
の
将
来
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
が
地
域
を
た
だ
ち
に
活
性
化

す
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
外
部
か
ら
の
視
点
や
提

案
は
、
地
域
住
民
に
地
域
の
よ
さ
の
再
認
識
と
自
信

を
与
え
る
効
果
を
生
み
、
沢
山
の
元
気
を
与
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
や
若
者
が
地
域
の
将
来
に
夢
を
抱
け
る

場
所
、
年
取
っ
て
も
ど
こ
よ
り
も
住
み
や
す
く
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
場
所
、
都
市
の
人
た
ち
が
ぜ
ひ
行
っ

て
み
た
い
「
ふ
る
さ
と
」
的
場
所
。
サ
ポ
ー
ト
隊
と

住
民
の
取
り
組
み
で
魅
力
あ
る
地
区
に
再
生
し
つ
つ

あ
る
そ
ん
な
場
所
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
「
で
ぽ
ら
」
編
集
部

　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人
過
疎
地
域
問
題
調
査
会

「
地
域
活
性
化
の
サ
ポ
ー
ト
隊
」

●
特
集
企
画
に
寄
せ
て

竹林の整備をはじめ、地区の美化活動
に取り組む「向淵さとやま遊友クラブ」
の男性たち（奈良県宇陀市室生区）
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地方と都市を結ぶ
ホットライン・
マガジン

NO.37
●もくじ

「でぽら」とは───
D e p o p u l a t e d  L o c a l 
Authorities（人口が減少し
た、つまり過疎化した地方自
治体）からのネーミング。
　過疎市町村の多くは山間地
や離島など森林面積の多い農
山漁村地区で、全般に人口の
減少や高齢化が進んでいます
が、国土の保全・水源のかん
養・地球の温暖化の防止など
の多面的機能により、私たち
の生活や経済活動に重要な役
割を担っています。このよう
な過疎地域は、豊かで貴重な
自然環境に恵まれ、伝統文化
や人情あふれる風土が数多く
残っています。
　多くの人たちが過疎地域を
理解し、過疎地域と都市地域
が交流をすすめ、共生してい
くためのホットラインとして、
また過疎地域相互間の情報誌
として「DePOLA」（でぽら）
を発行しています。

●表紙写真
左上／熊野川をガイドする荘司さん
（紀南ツアーデザインセンター／三重
県熊野市）
右上／「夕張希望の杜」、高齢者のリ
ハビリを指導する村上医師と理学療法
士（北海道夕張市）
左下／パッションフルーツを栽培する
沼尻研究員（東京都島しょ農林水産総
合センター三宅事業所／三宅村）
右下／石州和紙の職人をめざして移
住、和紙工房で働く村子さん（島根県
浜田市三隅町）
中／元炭住「幸福の黄色いハンカチ」
想い出ひろば（夕張市）

「地域活性化のサポート隊」
●特集企画に寄せて　2

■活力ある地場産業の振興を
・三宅島の農林漁業の再生に取り
組む 東京都島しょ農林水産総合センター
（東京都三宅村）  4

・心にも豊かな森林を育てる
長野県林業大学校／木曽南部森林組合
（長野県木曽町・大桑村）  10

・地域の人々に支えられ、和紙
職人をめざす（島根県浜田市三隅町）  14

INFORMATION　39
田舎暮らしをサポートする各種制度　他
編集後記 /奥付　39

長野県林業大学校、ワイヤの結び方を学ぶ学生
たち

庄内映画村に開設された映画のオープンセット。
かつての田舎の原風景が再現されたゾーン

■地域医療と高齢者福祉を支える
・地域医療の再生とまち創り［夕張希望の杜］
「村上スキーム」に共感する医師たち／
都庁から来た義勇軍
（北海道夕張市）  18

■魅力ある地域へ──支援隊と住民の取組み
・水源の森を企業と地域で守る
［キリン福岡水源の森づくり］（福岡県朝倉市・東峰村）  25

・達人たちがガイドする熊野の豊穣な世界へ
紀南ツアーデザインセンター（三重県熊野市）  28

・地域医療をプロ集団（地域医療振興
協会）が担う 磐梯町保健医療福祉センター
「瑠璃の里」（福島県磐梯町）  22

・お父さんパワーを結集して
竹林整備
向淵さとやま遊友クラブ
（奈良県宇陀市室生区）  32
・月山山麓に再現した「日本の風
景」新たにシネマの感動と歴史
を刻む 庄内映画村プレオープン
（山形県鶴岡市羽黒）  35

「瑠璃の里」、介護老人保健施設「りんどう」
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「島の応援団長」を自認する
東京都島しょ農林水産総合セ
ンター・岩田哲前所長

広
大
な
海
を
持
つ

〝
海
洋
都
市
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
〞

「
巨
大
都
市
・
東
京
は
国
内
有
数
の
『
海

洋
都
市
』
で
も
あ
る
。
最
南
端
の
沖
ノ

鳥
島
、
最
東
端
・
南
鳥
島
と
伊
豆
諸
島
、

小
笠
原
諸
島
を
含
む
東
京
の
排
他
的
経

済
水
域
は
１
７
０
万
㎢
に
も
及
び
、
日

本
の
同
水
域
全
体
の
４
割
に
当
た
り
ま

す
」
と
東
京
都
島
し
ょ
農
林
水
産
総
合

セ
ン
タ
ー
・
岩
田
哲
前
所
長
は
言
う
。

　

東
京
の
人
口
が
約
１
３
０
０
万
人
に

対
し
、
11
の
島
（
９
町
村
）
の
総
人
口

は
２
万
８
０
０
０
人
。
島
の
住
民
一
人

当
た
り
の
排
他
的
経
済
水
域
は
約
60
㎢

に
な
り
、
山
手
線
内
の
面
積
と
ぼ
ほ
同

じ
、
島
民
は
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
並
み
の
広

大
な
海
を
背
負
っ
て
い
る
と
岩
田
さ
ん

は
思
い
続
け
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
島
の
存
在
感
、
活
力
を
ど

の
よ
う
に
維
持
し
発
展
さ
せ
て
い
く
か
。

島
の
住
民
の
気
概
と
活
動
を
ど
の
よ
う

に
支
え
て
い
け
る
か―

―

。
そ
の
一
翼

に
な
る
た
め
、
東
京
都
島
し
ょ
農
林
水

産
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
各
島
や
海
洋
に

専
門
調
査
員
や
研
究
員
を
配
し
て
、
水

産
業
、
農
業
の
試
験
研
究
や
普
及
指
導
に
当
た
っ
て

き
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、大
正
８
年
に
内
務
省
所
管
で「
伊

豆
七
島
水
産
経
営
八
丈
現
業
場
」
を
設
置
し
た
の
が

始
ま
り
で
、
昭
和
３
年
に
は
東
京
府
水
産
試
験
場
、

吉
野
養
殖
場
、
大
島
現
業
場
等
を
設
置
し
た
。
13
年

以
降
は
伊
豆
諸
島
に
「
農
事
試
験
地
」（
後
の
園
芸
技

術
セ
ン
タ
ー
）、
畜
産
試
験
場
・
三
宅
分
場
、
戦
後

は
こ
れ
ら
と
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
支
所
・
分

場
を
配
し
て
農
林
水
産
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た

が
、
平
成
17
年
に
組
織
を
改
正
、
東
京
都
の
「
島
し

ょ
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
」
に
統
一
し
た
。
本
所

は
竹
芝
桟
橋
に
近
い
港
区
海
岸
に
あ
り
、
大
島
、
三

宅
、
八
丈
に
は
事
業
所
、
小
笠
原
村
に
は
水
産
・
農

業
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。

　

本
誌
で
は
、
平
成
12
年
の
雄
山
の
噴
火
で
島
民
す

べ
て
が
４
年
間
離
島
、
17
年
に
帰
島
し
て
島
の
再
生

発
展
に
努
力
し
て
い
る
三

宅
村
を
取
材
す
る
こ
と
に

し
た
。

　

三
宅
事
業
所
は
園
芸
・

普
及
活
動
が
主
体
で
、
水

産
は
大
島
事
業
所
が
担
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
三
宅

島
で
農
業
・
園
芸
等
を
取

材
の
あ
と
、
大
島
へ
移
動

■
活
力
あ
る
地
場
産
業
の
振
興
を

三
宅
島
の
農
林
漁
業
の
再
生
に
取
り
組
む

東
京
都
島
し
ょ
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
三み
や
け
む
ら

宅
村
）

■
活
力
あ
る
地
場
産
業
の
振
興
を

三
宅
島
の
農
林
漁
業
の
再
生
に
取
り
組
む

東
京
都
島
し
ょ
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
三み
や
け
む
ら

宅
村
）

１
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し
て
、
伊
豆
の
海
に
放
つ
魚
介
類
の
稚
魚
や
藻
場
の

設
置
等
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

三
宅
島―

―

再
生
す
る
自
然
と
住
民
の
パ
ワ
ー

　

三
宅
島
は
平
成
12
年
７
月
、
島
の
中
央
に
あ
る
雄

山
が
噴
火
、
火
山
灰
が
全
島
に
降
灰
し
、
SO2
を
主
体

に
し
た
有
毒
な
火
山
性
ガ
ス
が
噴
出
し
た
こ
と
か
ら
、

同
年
９
月
に
全
島
民
が
避
難
し
た
。
都
内
各
地
に

分
散
し
て
苦
節
避
難
生
活
を
４
年
５
ヵ
月
送
っ
た
が
、

平
成
17
年
２
月
に
念
願
の
帰
島
を
果
た
し
た
。
そ
の

非
難
生
活
中
も
漁
師
た
ち
は
下
田
の
仮
住
ま
い
か
ら

伊
豆
の
海
へ
出
て
漁
を
続
け
、
農
家
の
人
た
ち
は
市

民
農
園
等
で
ア
シ
タ
バ
等
を
育
て
て
き
た
。

　

火
山
性
ガ
ス
は
徐
々
に
減
少
し
て
い
る
が
、
風
下

に
当
た
る
坪
田
地
区
の
一
部
は
い
ま
も
「
高
濃
度
地

区
」
に
指
定
さ
れ
、
常
住
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　

飛
行
機
は
欠
航
が
多
い
た
め
東
海
汽
船
の
フ
ェ
リ

ー
で
島
へ
。
朝
５
時
に
三
池
港
に
着
く
と
、
民
宿

「
新に

っ
ぱ
な
そ
う

鼻
荘
」の
女
将
が
車
で
出
迎
え
て
く
れ
た
。
釣
り

客
も
数
人
乗
船
し
て
い
て
、
彼
ら
は
宿
で
弁
当
を
受

け
取
る
と
早
速
海
岸
へ
出
か
け
て
い
っ
た
。

「
三
宅
で
は
海
岸
や
埠
頭
で
ど
ん
ど
ん
釣
れ
る
よ
」

と
客
の
一
人
が
言
い
、「
魚
を
も
ら
い
す
ぎ
て
困
る
こ

と
も
あ
る
ん
で
す
」
と
女
将
が
笑
う
。

　

ア
カ
コ
ッ
コ
の
棲
む
森
に
も
近
く
、
宿
に
来
る
野

鳥
は
餌
を
人
の
手
か
ら
も
ら
う
。
午
前
９
時
に
徒
歩

約
５
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
島
し
ょ
農
林
水
産
総
合
セ

ン
タ
ー
三
宅
事
業
所
へ
出
か
け
た
。
坪
田
地
区
の
は

ず
れ
、
島
の
東
部
に
あ
り
、
道
路
脇
に

は
山
桜
や
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
、藪
椿
、オ
オ

バ
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
等
の
巨
樹
が
青
葉
を
茂

ら
せ
、
木
漏
れ
日
の
下
に
は
ア
シ
タ
バ

が
艶
や
か
な
葉
を
広
げ
て
い
る
。
関
東

で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
桑
の
木
が
こ
こ
で
は
巨
樹

と
な
り
大
き
な
実
を
つ
け
て
い
る
の
も
驚
き
だ
っ
た
。

　

出
迎
え
て
く
れ
て
島
の
各
所
を
案
内
し
て
く
れ
た

秋
山
清
所
長（
49
）は
、
今
年
４
月
に
所
長
と
し
て
赴

任
、
農
業
普
及
員
の
任
務
も
担
っ
て
い
る
。
三
宅
に

は
以
前
か
ら
何
度
も
来
て
お
り
、
普
及
活
動
の
た
め

御
蔵
島
へ
も
時
々
出
か
け
る
。

「
我
々
は
噴
火
が
落
ち
着
い
た
時
期
に
来
て
火
山
灰

を
持
ち
帰
り
、
そ
れ
が
植
物
に
ど
う
影
響
し
て
い
る

か
、
堆
肥
や
腐
葉
土
を
混
ぜ
た
り
し
て
調
べ
て
き
ま

し
た
。
17
年
に
は
住
民
の
帰
島
よ
り
一
足
早
く
島
に

入
り
、
復
興
準
備
を
開
始
し
、
三
宅
の
特
産
品
で
あ

る
レ
ザ
ー
フ
ァ
ン
、
ア
シ
タ
バ
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ

な
野
菜
や
果
物
の
栽
培
試
験
を
続
け
て
い
ま
す
。
山

の
木
々
は
火
山
ガ
ス
で
枯
れ
て
白
骨
化
し
て
い
ま
す

が
、
下
の
方
か
ら
新
し
い
芽
を
出
し
再
生
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
生
き
よ
う
と
す
る
植
物
に
自
然
の
逞

し
さ
、
生
命
力
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
す
ね
。
そ
れ

が
島
民
に
と
っ
て
も
励
み
で
あ
り
、
パ
ワ
ー
を
も
ら

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
秋
山
さ
ん
は
言
う
。

　

三
宅
事
業
所
の
瀟
洒
な
建
物
の
横
に
は
園
芸
試
験

ほ
場
が
あ
り
、
前
の
畑
で
は
野
菜
の
露
地
栽
培
も
行

な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
島
内
数
か
所
に
試
験
区
を
設

け
、
火
山
ガ
ス
の
発
生
状
況
と
ガ
ス
耐
性
の
あ
る
花

き
・
切
葉
か
ど
う
か
を
調
査
し
て
い
る
。

　

三
宅
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
の
は
所
長
と
２
人

の
研
究
員
、
農
園
芸
員
の
５
名
。
農
家
の
人
で
も
こ

れ
だ
け
野
菜
や
果
樹
を
栽
培
す
る
の
は
大
変
だ
ろ
う

▶右／漁へ出る準備をする漁船（阿古漁港）。雄山の山麓
は樹木が枯れている

　左／レザーファンを栽培する菊地さんと秋山所長（左）

▲
三
宅
事
業
所
の
建
物

▶
火
山
ガ
ス
高
濃
度
地
区
の
た
め
居
住
が
認
め
ら
れ
て
い

な
い
坪
田
地
区

◀
同
じ
坪
田
地
区
で
も
東
部
大
路
池
周
辺
は
被
害
が
な
く

巨
樹
の
森
は
野
鳥
の
宝
庫
。
天
然
記
念
物
ア
カ
コ
ッ
コ
の

生
棲
地
で
も
あ
る
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生
す
る
と
葉
は
黄
ば
ん
だ
り
枯
死
し
た
り
し
ま
す
。

し
か
し
ガ
ス
被
害
の
少
な
い
地
区
で
栽
培
す
れ
ば
被

害
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
」

　

研
究
員
の
沼
尻
勝
人
さ
ん
（
32
）
と
伊
藤
綾
さ
ん

（
28
）に
、
隣
接
す
る
試
験
ほ
場
に
案
内
し
て
も
ら
っ

た
。ハ
ウ
ス
が
７
棟
あ
り
、切
り
花
・
切
葉
と
し
て
カ

ラ
ー
、
リ
コ
リ
ス
、
ル
ス
カ
ス
等
が
栽
培
さ
れ
、
一

棟
で
は
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
も
沢
山
実
を
つ
け
て

い
る
。

「
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
は
小
笠
原
、
八
丈
島
で
栽
培

し
出
荷
さ
れ
て
人
気
が
あ
り
ま
す
が
、
三
宅
で
も
栽

培
が
可
能
で
、
７
〜
８
月
の
観
光
用
に
販
売
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
」
と
沼
尻
さ
ん
は
言
う
。

　

三
宅
事
業
所
の
農
業
研
究
員
と
し
て
３
年
目
に
な

る
沼
尻
さ
ん
は
、
青
々
と
育
っ
た
レ
ザ
ー
フ
ァ
ン
が

火
山
ガ
ス
で
一
瞬
に
し
て
茶
褐
色
に
な
る
の
を
見
て

き
た
。
各
地
区
毎
に
火
山
ガ
ス
濃
度
を
計
測
し
、
切

り
花
作
物
へ
の
影
響
を
調
査
し
て
き
た
結
果
、
高
濃

度
地
区
を
除
い
て
は
被
害
が
少
な
く
、
栽
培
が
可
能

で
あ
る
と
自
信
を
持
っ
た
。
同
試
験
場
に
は
数
年
前

に
定
植
し
た
レ
ザ
ー
フ
ァ
ン
が
あ
り
、
太
陽
を
浴
び

て
艶
や
か
に
葉
を
広
げ
て
い
る
。

「
葉
は
大
中
小
と
活
用
で
き
、
出
荷
も
し
や
す
い
。

切
り
花
用
と
し
て
は
収
益
性
も
高
い
の
で
、
三
宅
の

特
産
品
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

も
う
一
人
の
研
究
員
が
伊
藤
綾
さ
ん
。
害
虫
を
研

究
し
て
い
る
。

「
三
宅
島
は
温
暖
で
虫
た
ち
が
生
き
や
す
い
環
境
で

す
。
ア
シ
タ
バ
や
野
菜
、
花
に
は
す
ぐ
虫
が
付
き
商

品
価
値
を
下
げ
て
し
ま
い
ま
す
。
Ｕ
Ｖ
カ
ッ
ト
フ
ィ

ル
ム
を
つ
け
れ
ば
比
較
的
被
害
は
押
さ
え
ら
れ
ま
す

が
、
そ
れ
に
は
設
備
費
も
か
か
る
し
、
露
地
栽
培
の

ア
シ
タ
バ
に
は
難
し
い
で
す
ね
」

　

そ
の
日
も
伊
藤
さ
ん
は
キ
ヌ
サ
ヤ
に
つ
い
た
害
虫

を
調
査
、
小
さ
い
虫
た
ち
が
新
芽
や
実
の
部
分
に
沢

山
発
生
し
て
い
た
。
農
作
物
に
と
っ
て
害
虫
は
永
遠

の
テ
ー
マ
。
特
に
低
農
薬
や
無
農
薬
野
菜
が
求
め
ら

れ
る
昨
今
で
は
害
虫
と
上
手
に
共
生
し
て
い
く
こ
と

も
必
要
だ
。
伊
藤
さ
ん
の
研
究
調
査
が
楽
し
み
だ
。

地
産
地
消
で
新
鮮
な
野
菜
栽
培
を

　

事
業
所
の
前
に
あ
る
畑
で
は
、
露
地
栽
培
で
さ
ま

ざ
ま
な
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
。
ト
マ
ト
、
パ
プ
リ

カ
、
落
花
生
、
さ
つ
ま
い
も
、
里
芋
等
々
。
中
で
も

右／三宅事業所の園芸施設
で研究員の沼尻、伊藤さん
左／秋山所長

◀
野
菜
栽
培
と
害
虫
を
研
究
す
る
伊
藤
研
究
員

◀
ア
シ
タ
バ
栽
培
地
で
、
沼
尻
研
究
員（
中
央
）
と
農
園
芸
員
の
方
々

に
、
作
物
へ
の
火
山
ガ
ス

の
影
響
を
詳
細
に
調
べ
た

り
、
土
壌
診
断
、
病
害
虫

状
況
等
を
デ
ー
タ
ー
に
取

っ
て
分
析
、
そ
れ
ら
を
基

に
農
家
へ
技
術
指
導
に
出

か
け
る
日
々
を
分
担
し
な

が
ら
行
っ
て
い
る
。

火
山
ガ
ス
の
影
響
が

少
な
い
園
芸
品
目
を

「
ガ
ス
被
害
は
、
昔
か
ら

海
風
の
強
い
風
上
の
地
区

の
方
が
少
な
く
、
風
下
で

住
み
や
す
か
っ
た
市
街
地

の
方
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

園
芸
品
目
で
は
切
葉
の
レ

ザ
ー
フ
ァ
ン
が
最
も
被
害

を
受
け
や
す
く
、
２
・
０

ｐ
ｐ
ｍ
以
上
の
ガ
ス
が
発
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さ
つ
ま
い
も
と
キ
ヌ
サ
ヤ
を
島
の
特
産
品
に
し
た
い

と
事
業
所
で
は
考
え
て
い
る
。

「
火
山
灰
土
は
水
は
け
が
よ
く
、
高
温
多
湿
な
の
で

何
で
も
よ
く
育
ち
ま
す
。
た
だ
火
山
ガ
ス
が
ま
だ
発

生
し
て
い
る
こ
と
と
、
強
烈
な
風
が
あ
る
こ
と
。
島

で
は
台
風
被
害
も
甚
大
で
す
。
ち
ゃ
ん
と
育
て
る
に

は
棚
を
つ
く
っ
た
り
し
て
手
入
れ
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
」
と
二
人
は
言
う
。

　

毎
日
の
よ
う
に
農
家
の
人
が
こ
の
農
場
を
見
学
に

く
る
よ
う
で
、
苗
床
づ
く
り
と
定
植
時
期
、
施
肥
方

法
等
に
つ
い
て
も
提
案
し
な
が
ら
試
験
栽
培
を
行
っ

て
い
る
。

　

一
方
、
ア
シ
タ
バ
を
島
の
特
産
品
と
し
て
生
産
し

て
き
た
三
宅
島
だ
が
、
農
地
が
少
な
く
農
家
も
高
齢

化
し
て
い
る
。
農
家
は
林
の
中（
半
日
蔭
）の
緩
や
か

な
場
所
で
少
し
ず
つ
栽
培
し
、
週
一
度
程
度
の
頻
度

で
若
葉
を
収
穫
し
て
い
る
。
最
近
は
モ
ー
タ
ー
付
き

の
三
輪
車
に
乗
っ
て
栽
培
地
へ
出
か
け
る
高
齢
者
も

多
く
、
元
気
で
働
き
者
の
島
民
が
多
い
こ
と
に
秋
山

所
長
は
感
心
し
て
い
る
。
今
後
は
後
継
者
を
育
成
し

て
規
模
拡
大
を
は
か
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

　

三
宅
島
で
専
業
農
家
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
青
年

が
い
た
。
神
着
地
区
で
園
芸
を
す
る
菊
地
直
彦
さ
ん

（
26
）。
三
宅
高
校
を
出
て
宮
崎
県
の
南
九
州
大
学
校

園
芸
科
で
学
ん
だ
。
帰
島
後
は
事
業
所
の
人
た
ち
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
な
が
ら
、
斜
面
に
ハ
ウ
ス
を
建

て
、
レ
ザ
ー
フ
ァ
ン
、
キ
キ
ョ
ウ
ラ
ン
、
カ
ラ
ー
等

を
栽
培
し
、
東
京
市
場
へ
出
荷
し
て
い
る
。
レ
ザ
ー

フ
ァ
ン
は
関
東
東
海
花
の
展
覧
会
で
２
年
連
続
入
賞

し
て
い
る
。

「
家
の
レ
ザ
ー
フ
ァ
ン
は
一
カ
月
日
持
ち
し
ま
す
。

切
り
花
は
箱
に
入
れ
て
船
で
出
荷
で
き
る
の
で
手
間

賃
も
少
な
い
。
島
の
北
部
の
た
め
に
、
火
山
ガ
ス
の

被
害
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
問
題
は
水
で
す
。

雨
水
を
集
め
て
使
っ
て
い
ま
す
が
、
雨
の
少
な
い
時

期
に
は
不
足
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
ク
リ
ア
で

き
れ
ば
も
っ
と
規
模
拡
大
が
で
き
る
の
で
す
が
」
と

菊
地
さ
ん
は
言
う
。

　

菊
地
さ
ん
は
無
農
薬
栽
培
し
た
島
唐
辛
子
を
乾
燥

し
て
粉
末
に
し
た「
島
唐
一
彩
」と
い
う
一
味
を
開
発
、

直
売
所
で
売
り
出
し
た
。
赤
と
緑
の
小
瓶
に
詰
め
た

〝
島
唐
〞
は
辛
み
と
香
り
が
凝
縮
し
て
い
る
。
手
間

が
か
か
る
の
で
量
産
は
で
き
な
い
よ
う
だ
が
、
三
宅

島
の
特
産
品
の
一
つ
に
加
え
た
い
逸
品
だ
。

植
樹
し
て
山
を
緑
に

　

三
宅
島
は
昭
和
58
年
に
雄
山
の
噴
火
で
阿
古
地
区

に
溶
岩
が
流
出
し
て
山
や
農
地
を
埋
め
、
平
成
12
年

に
は
大
量
の
火
山
ガ
ス
の
噴
出
で
、
か
つ
て
牛
や
馬

を
放
牧
し
て
い
た
緑
の
丘
陵
地
は
な
く
な
り
、
豊
か

だ
っ
た
東
部
の
森
に
は
白
骨
化
し
た
木
々
が
立
っ
て

い
る
。
森
林
が
消
え
る
と
水
害
が
起
き
や
す
く
、
海

か
ら
は
魚
も
消
え
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
東
京
都
が

中
心
に
な
り
島
の
樹
種
に
つ
い
て
生
育
状
況
を
調
査

し
、
造
林
・
緑
化
計
画
を

策
定
し
て
き
た
。

　

企
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
助
成
を
受
け
て
村
と
森

林
組
合
が
地
区
に
適
し
た
苗
木
を
育
て
る
。
森
林
組

合
か
ら
の
依
頼
で
農
家
50
人
が
実
生
か
ら
苗
木
を
育

成
し
て
お
り
、
帰
島
後
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

植
樹
が
始
ま
っ
た
。
植
林
に
は
今
春
だ
け
で
東
京
か

ら
２
５
０
人
が
自
費
で
や
っ
て
き
た
。
植
林
は
今
後

も
継
続
し
て
行
わ
れ
、
島
は
若
い
女
性
も
含
め
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
大
賑
わ
い
す
る
。

　

三
宅
事
業
所
の
近
く
で
苗
木
作
り
を
す
る
藤
沼
正

樹
さ
ん
（
71
）
夫
妻
に
話
を
聞
い
て
み
た
。
苗
木
作

り
に
応
募
し
た
ひ
と
り
で
、
藪
椿
、
山
桜
、
榊
を
実

生
か
ら
育
て
て
い
る
。
苗
床
で
４
〜
５
㎝
に
し
た
も

の
を
鉢
に
移
植
、
２
〜
３
年
間
育
て
た
も
の
を
山
に

植
え
る
。「
何
鉢
あ
る
の
か
な
、
数
え
た
こ
と
が
な

い
け
ど
数
千
本
は
あ
る
ね
。
育
ち
の
ダ
メ
な
の
も
あ

り
、
強
風
で
根
こ
そ
ぎ
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
。
で
も
大
変
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
」

と
、
奥
さ
ん
と
弁
当
持
参
で
朝
早
く
か
ら
働
い
て
い

◀植樹に合わせて苗木を育
てる藤沼さん夫妻

▲パッションフルーツを
栽培する菊地さん。赤緑
の唐辛子も開発した
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た
。
こ
の
苗
場
は
か
つ
て
畜
産
試
験
場
の
あ
っ
た
場

所
で
、
い
ま
は
牛
や
豚
の
姿
は
消
え
た
が
、
火
山
ガ

ス
が
鎮
静
し
緑
が
戻
っ
た
ら
、
畜
産
事
業
も
再
開
す

る
こ
と
だ
ろ
う
。

三
宅
島
を
元
気
に
す
る
漁
師
た
ち

　

阿
古
地
区
の
海
岸
に
三
宅
島
漁
業
協
同
組
合
が
あ

り
、
隣
接
す
る
漁
港
の
売
店
に
は
獲
れ
た
て
の
キ
ン

メ
ダ
イ
、
ト
ビ
ウ
オ
、
カ
ツ
オ
、
ム
ロ
ア
ジ
、
ア
ワ

ビ
、
サ
ザ
エ
の
鮮
魚
や
く
さ
や
等
の
加
工
品
が
豊
富

に
並
ん
で
い
る
。

　

噴
火
災
害
中
も
漁
協
の
主
力
組
合
員
た
ち
は
下
田

市
や
式
根
島
に
漁
船
と
共
に
避
難
し
て
漁
を
続
け
な

が
ら
、
都
漁
連
内
に
事
務
所
を
設
け
て
会
合
を
重
ね
、

帰
島
後
の
あ
り
方
を
話
し
合
っ
て
き
た
と
い
う
。

　

漁
協
組
合
長
の
関
恒
美
さ
ん
は
、
早
朝
の
漁
か
ら

か
ら
帰
り
、
午
後
４
時
こ
ろ
に
再
び
出
航
す
る
数
時

間
、
デ
ス
ク
で
組
合
の
事
務
に
当
た
っ
て
い
た
。

「
私
た
ち
は
帰
島
後
た
だ
ち
に
漁
を
再
開
し
、
い
ま

は
水
揚
げ
も
噴
火
前
と
ほ
ぼ
同
じ
に
な
っ
た
。
海

は
回
復
し
つ
つ
あ
り
栽
培
漁
業
も
継
続
し
て
行
っ
て

い
ま
す
が
、
全
国
的
に
磯
焼
け
が
進
み
海
水
温
も
不

安
定
で
す
。
三
人
若
い
漁
師
が
入
村
し
ま
し
た
が
、

50
・
60
代
が
主
体
な
の
で
、今
後
は
や
る
気
の
あ
る
漁

師
と
後
継
者
の
育
成
に
力
を
入
れ
ま
す
」
と
言
う
。

　

ま
だ
以
前
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
イ
ル
カ
や
ウ
ミ
ガ

メ
を
観
察
す
る
ダ
イ
バ
ー
や
釣
り
人
も
訪
れ
る
。

　

前
述
し
た
東
京
都
島
し
ょ
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ

ー
岩
田
前
所
長
は
「
漁
業
者
や
漁
協
の
人
々
の
三

宅
島
へ
の
熱
い
思
い
が
復
興
の
カ
ギ
に
な
り
ま
し
た
。

我
々
も
漁
場
の
調
査
と
魚
介
類
の
種
苗
の
放
流
を
引

き
続
き
実
施
し
な
が
ら
漁
業
の
振
興
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
」
と
語
っ
て
い
た
。

　

大
島
に
あ
る
東
京
都
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
で
は
伊

豆
諸
島
の
栽
培
漁
業
推
進
基
地
と
し
て
、
ア
ワ
ビ
、

フ
ク
ト
コ
ブ
シ
、
サ
ザ
エ
の
種
苗
の
大
量
生
産
を
行

い
、各
地
の
漁
場
に
供
給
し
て
い
る
。三
宅
島
復
帰
に

際
し
て
は
、
都
漁
連
と
小
笠
原
漁
連
が
協
力
し
て
シ

マ
ア
ジ
の
種
苗
１
万
５
０
０
０
尾
を
無
償
放
流
し
た
。

三
宅
の
海
に
テ
ン
グ
サ
藻
場
の
再
生
を

　

三
宅
島
は
高
級
テ
ン
グ
サ
の
代
表
的
産
地
と
し
て

知
ら
れ
、
漁
獲
高
も
多
く
漁
業
を
支
え
て
き
た
。
し

か
し
噴
火
に
よ
り
火
山
灰
や
砂
泥
が
堆
積
し
た
た
め

深
い
海
で
生
育
す
る
も
の
は
枯
渇
し
て
し
ま
っ
た
。

　

テ
ン
グ
サ
類
に
は
波
打
ち
際
の
岩
場
に
着
生
す
る

オ
オ
ブ
サ
と
、
水
深
３
〜
10
ｍ
の
海
底
の
岩
盤
に
着

生
す
る
マ
ク
サ
が
あ
る
。
大
島
事
業
所
の
調
査
結
果

で
は
、
オ
オ
ブ
サ
は
常
に
波
に
洗
わ
れ
る
た
め
被
害

は
少
な
い
が
、
マ
ク
サ
は
壊
滅
的
被
害
を
受
け
て
い

る
こ
と
が
判
っ
た
。

　

そ
の
た
め
海
底
か
ら
垂
直
に
伸
び
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
先
に
特
殊
繊
維
を
つ
け
た﹇
マ
ク
サ
人
工
礁
﹈を

考
案
し
た
。
浮
遊
す
る
マ
ク
サ
藻
が
付
着
す
る
仕
掛

け
で
、
生
育
に
必
要
な
栄
養
塩
が
多
く
流
れ
の
あ
る

島
の
北
東
部
、
沖
田
沖
に
平
成
18
年
11
月
に
設
置
し

た
。
テ
ン
グ
サ
の
調
査
と
人
工
礁
造
り
を
行
っ
て
き

▲火山灰で埋まった海底 ▲テングサが付着した人工礁（大島事業所提供）

▲テングサを培養して調査する高瀬研究員　
◀東京都栽培漁業センターの細野研究員。この中にフク
トコブシの稚貝が育っている

▲模型で「マクサ人口礁」について語る滝尾さん

▶
ア
ワ
ビ
の
稚
貝
を
手
に
す
る
滝
尾
大

島
事
業
所
主
任
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●東京都島しょ農林水産総合センター
　本所☎03-3433-3251 
　三宅事業所☎04994-6-1414
　大島事業所☎04992-4-0381
●三宅村役場☎04994-5-0981

▲テングサは水で洗って10日近く天日に干して色抜きする

くさや製造をする青山さん親子。
娘の恋乃実さんも大学を休学して手伝っている

た
大
島
事
業
所
主
任
・
滝
尾
健
二
さ
ん
（
42
）
か
ら

人
工
礁
の
模
型
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
実
物
は
高
さ

70
〜
80
㎝
、
幅
80
㎝
ほ
ど
で
、
先
端
に
軍
手
の
ネ
ッ

ト
に
似
た
も
の
を
付
け
て
い
る
。

「
水
深
10
ｍ
の
海
に
10
個
設
置
し
ま
し
た
。
約
２
年

経
っ
た
昨
年
10
月
末
の
調
査
で
は
マ
ク
サ
の
着
生
量

は
多
く
、
よ
く
繁
茂
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
礁
を
改

良
し
て
事
業
化
に
繋
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
マ
ク
サ

を
食
べ
る
サ
ザ
エ
や
ト
コ
ブ
シ
が
増
え
る
と
海
が
活

性
化
し
て
き
ま
す
。
オ
オ
ブ
サ
漁
も
年
に
よ
り
変
動

が
あ
る
た
め
、
火
山
灰
の
影
響
を
調
べ
て
い
ま
す
」

　

海
と
魚
が
大
好
き
だ
っ
た
滝
尾
さ
ん
は
東
京
水
産

大
学
（
現
海
洋
大
学
）
を
出
る
と
葛
西
の
水
族
館
で

働
き
、
８
年
前
に
大
島
事
業
所
の
水
産
研
究
員
に
な

っ
た
。
ア
ワ
ビ
や
ト
コ
ブ
シ
等
を
産
卵
か
ら
稚
貝
に

育
て
る
研
究
に
も
力
を
い
れ
て
お
り
、
水
槽
に
い
る

魚
介
類
を
見
る
ま
な
ざ
し
は
や
さ
し
い
。

　

同
所
の
三
階
で
は
海
水
の
栄
養
塩
の
調
査
、
テ
ン

グ
サ
の
培
養
も
行
っ
て
お
り
、
フ
ラ
ス
コ
の
中
で
テ

ン
グ
サ
が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
育
っ
て
い
る
。「
培
養
し
た

テ
ン
グ
サ
が
、
海
水
の
栄
養
分
や
潮
の
流
れ
で
ど
う

違
っ
て
く
る
か
、
育
成
状
況
を
調
べ
て
い
ま
す
」
と

担
当
の
高
瀬
智
洋
さ
ん
は
言
っ
て
い
た
。

　

三
宅
島
の
阿
古
地
区
に
漁
師
・
山
田
さ
ん
が
採
取

し
た
テ
ン
グ
サ
が
干
し
て
あ
っ
た
。
浅
瀬
で
採
取

し
て
い
る
と
は
い
え
、
昨
年
採
取
し
た
場
所
も
今
年

は
繁
茂
が
悪
い
状
況
で
、
火
山
ガ
ス
に
よ
る
樹
木
枯

れ
が
泥
流
と
な
っ
て
海
に
注
ぐ
影
響
が
生
じ
て
い
る
。

噴
火
前
の
最
盛
期
に
比
べ
る
と
マ
ク
サ
の
漁
獲
高
は

ゼ
ロ
に
近
く
、
オ
オ
ブ
サ
も
１
／
20
程
度
。
漁
協
で

は
10
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
を
禁
漁
に
し
て
資
源
保

護
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

採
取
し
た
テ
ン
グ
サ
は
天
日
に
干
し
水
を
ま
い
て

一
週
間
か
ら
10
日
間
ほ
ど
さ
ら
し
て
塩
と
赤
味
色
を

抜
き
、
品
質
を
整
え
て
出
荷
す
る
。
手
間
は
か
か
る

が
三
宅
産
は
高
級
テ
ン
グ
サ
と
し
て
人
気
が
あ
る
。

　

伊
豆
諸
島
名
物
の
く
さ
や
も
新
し
い
手
法
を
取
り

入
れ
な
が
ら
再
開
し
た
。
三
宅
で
人
気
の
清
漁
水
産

を
訪
ね
る
と
、
社
長
の
青
山
敏
行
さ
ん
と
娘
の
恋こ

の乃

実み

さ
ん
が
、
届
い
た
ば
か
り
の
青
ム
ロ
ア
ジ
を
見
事

な
包
丁
さ
ば
き
で
開
い
て
い
る
。
秘
伝
の
タ
レ
は
４

年
半
の
離
島
で
ダ
メ
に
な
っ
た
が
、
知
り
合
い
か
ら

分
け
て
も
ら
い
、
徐
々
に
店
の
味
に
蘇
ら
せ
た
と
い

う
。

　

手
伝
っ
て
い
る
恋
乃
実
さ
ん
は
青
山
学
院
大
学
の

３
年
生
だ
が
、
今
年
一
年
休
学
し
て
父
親
と
新
製
品

の
開
発
に
当
た
っ
て
い
る
。
そ
の
新
製
品
が
「
青
ム

ロ
ア
ジ
の
す
り
身
」。
他
に
人
気
が
あ
る
の
が
「
焼

く
さ
や
」
と
い
う
パ
ッ
ク
。
焼
い
て
食
べ
や
す
く
刻

ん
だ
く
さ
や
ア
ジ
に
乾
燥
し
て
チ
ッ
プ
状
に
し
た
ア

シ
タ
バ
が
入
っ
た
も
の
で
、
味
も
香
り
も
よ
く
酒
肴

や
お
茶
漬
け
に
ぴ
っ
た
り
。
三
宅
の
復
興
と
伝
統
の

く
さ
や
製
造
に
凛
と
取
り
組
む
父
親
の
姿
を
見
て
育

っ
た
娘
は
、
そ
の
父
親
か
ら
学
び
な
が
ら
仕
事
を
手

伝
う
た
め
に
一
年
間
の
休
学
を
決
意
を
し
た
の
だ
ろ

う
。
私
た
ち
が
失
い
つ
つ
あ
る
家
族
の
絆
を
見
る
思

い
が
し
た
。

「
焼
く
さ
や
」の
箱
に
は
「
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
三
宅
島
は
元
気
で
す
!!
」
と
プ
リ
ン
ト
し

た
紙
が
貼
っ
て
あ
っ
た
。

文
／
浅
井
登
美
子　

写
真
／
小
林
恵
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県
土
の
約
８
割
が
森
林
、
そ
の
３
分
の
２
が
民
有
林

で
あ
る
長
野
県
で
は
、
林
業
の
近
代
化
を
推
進
、
専
門

的
知
識
や
技
術
を
持
っ
た
林
業
の
担
い
手
を
育
成
す
る

た
め
、
昭
和
53
年
12
月
に
長
野
県
林
業
大
学
校
を
開
設

し
た
。
少
数
精
鋭
の
全
寮
制
学
校
で
、
同
校
を
卒
業
し

た
若
者
が
全
国
各
地
の
森
林
や
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
。

今
年
も
20
名
の
新
入
生
を
迎
え
た
林
業
大
学
校
と
、
同

校
を
卒
業
し
て
森
林
組
合
で
働
く
人
々
を
取
材
し
た
。

心
の
中
に
も
森
を
育
て
る
全
人
教
育
を

　

木
曽
地
区
の
伝
統
工
芸
の
街
と
し
て
賑
う
木
曽
福

島
駅
か
ら
徒
歩
約
30
分
、
開
田
高
原
へ
向
か
う
国
道

３
６
１
号
沿
い
に
長
野
県
林
業
大
学
校
が
あ
る
。

　

二
年
制
、一
学
年
20
名
と
い
う
狭
き
門
の
専
修
学

校
で
あ
る
た
め
、
校
舎
と
い
う
よ
り
研
究
所
的
な
建

物
で
あ
る
。
事
務
室
、
講
師
室
、
各
教
室
が
並
ぶ

本
館
棟
と
講
堂

の
あ
る
別
館
棟
、

そ
の
裏
手
に
実

習
棟
と
寮
や
食

堂
棟
が
機
能
的

に
配
置
さ
れ
て

い
る
。

　

県
か
ら
昨
年

異
動
し
て
き
た

岡
沢
雅
孝
事
務

長
が
学
校
の
概

略
を
説
明
し
て

く
れ
た
あ
と
、

主
な
施
設
を
案

内
し
て
く
れ
た
。

「
開
校
し
て
30
年
、
同
じ
よ
う
な
大
学
校
は
他
に
５

校
あ
り
ま
す
が
、
全
寮
制
の
学
校
は
少
な
い
。
木
曽

に
は
技
術
専
門
学
校
も
あ
り
、40
・
50
代
で
学
ぶ
生
徒

も
い
ま
す
が
、
当
校
で
は
入
学
資
格
は
限
定
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
現
在
は
高
校
卒
か
短
大
卒
の
学
生
だ
け

で
す
。
全
寮
制
の
た
め
、
年
齢
が
同
じ
位
で
な
い
と

寮
生
活
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
寮
生
活
は
思
っ
た

よ
り
楽
し
い
よ
う
で
、
卒
業
し
て
か
ら
も
生
涯
の
友

と
し
て
交
友
し
て
い
る
学
生
が
多
い
よ
う
で
す
」

　

訪
ね
た
時
は
昼
休
み
時
間
で
、
食
堂
で
は
学
生
と

教
師
ら
が
和
気
あ
い
あ
い
と
給
食
を
楽
し
ん
で
い

た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
チ
ャ
ー
ハ
ン
と
あ
さ
り
の
味
噌
汁
、

サ
ラ
ダ
、
卵
豆
腐
。
食
事
を
し
て
い
た
服
田
習
作
さ

ん
と
湯
沢
晃
一
さ
ん
は
共
に
長
野
県
出
身
の
２
年
生
。

「
食
事
の
不
満
は
な
い
で
す
ね
」
と
言
っ
て
、
食
事

を
終
え
た
あ
と
自
分
た
ち
の
部
屋
も
見
せ
て
く
れ
た
。

現
在
３
人
で
住
み
、
床
も
ワ
ッ
ク
ス
を
か
け
て
身
ぎ

れ
い
に
し
て
い
る
。
各
自
に
大
き
な
机
が
あ
り
、
本

■
活
力
あ
る
地
場
産
業
の
振
興
を

心
に
も
豊
か
な
森
林
を
育
て
る

長
野
県
林
業
大
学
校
／
木
曽
南
部
森
林
組
合
（
長
野
県
木き

そ曽
町ま
ち・
大お
お
く
わ
む
ら

桑
村
）

上／長野県立林業大学校の校舎
下／林業の体験学習に使う森と校庭

林業大学校を昭和60年３月に卒業、木曽南部森林組合に勤める長岡さん、数年前に間伐した
ヒノキ林で

2
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等
が
多
い
の
が
印
象
的
だ
。

　

午
後
の
授
業
は
、
１
年
生
は
救
急
救
命
に
つ
い
て

赤
十
字
の
指
導
員
か
ら
４
日
間
学
ぶ
。
山
で
の
作
業

に
は
予
期
せ
ぬ
怪
我
も
多
い
の
で
、
そ
の
対
処
法
を

し
っ
か
り
身
に
つ
け
る
の
だ
と
い
う
。
２
年
生
は
広

い
実
習
棟
で
ワ
イ
ヤ
ス
プ
ラ
イ
ス
の
実
技
。
ワ
イ
ヤ

は
機
器
と
連
動
し
て
材
木
を
搬
出
す
る
作
業
に
不
可

欠
。
授
業
で
は
、
幾
重
に
も
編
み
上
げ
て
い
る
鋼
鉄

の
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
を
叩
い
て
ほ
ぐ
し
、
円
形
に
組
み

直
す
作
業
を
し
て
い
た
。
見
る
と
女
子
生
徒
も
二
人

い
る
。
卒
業
し
て
森
林
作
業
に
従
事
す
る
つ
も
り
か

と
聞
く
と
、
公
務
員
に
な
り
た
い
と
言
う
。
同
校
は

卒
業
す
る
と
国
家
公
務
Ⅱ
種
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ

る
の
で
、
そ
れ
が
人
気
で
も
あ
る
ら
し
い
。

　

卒
業
後
の
進
路
は
、
地
方
公
務
員
や
国
家
公
務
員

に
な
る
人
が
43
％
を
占
め
、
続
い
て
民
間
企
業
が
29

％
、
林
業
関
係
団
体
へ
の
就
労
は
18
％
。
編
入
試
験

を
経
て
信
州
大
学
等
の
四
年
制
大
学
へ
進
学
す
る
学

生
も
い
る
。
林
業
関
係
へ
の
就
職
が
意
外
と
少
な
い

が
、
他
学
校
の
学
生
と
比
較
す
る
と
、
地
域
社
会
に

関
わ
る
仕
事
に
従
事
す
る
生
徒
の
比
率
が
高
い
と
い

え
る
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
る
と
、
１
年
で
は
哲
学
、
心

理
学
、
文
学
か
ら
法
学
、
社
会
学
、
経
済
学
等
の
一

般
教
養
を
学
び
、
同
時
に
造
林
、
測
量
、
森
林
生
態

や
保
護
、
樹
木
医
学
等
を

講
義
と
実
習
で
学
ぶ
。
２

年
に
な
る
と
治
山
工
学
や

林
業
機
械
学
等
の
実
習
が

増
え
、
卒
業
と
同
時
に
林

業
専
門
士
等
６
つ
の
資
格

が
得
ら
れ
、
試
験
に
合
格

す
る
と
森
林
や
建
設
作
業

に
必
要
な
運
転
技
能
資
格
が
数
々
取
得
で
き
る
。
ま

た
学
生
に
と
っ
て
は
、
１
学
年
で
は
屋
久
島
へ
、
２

学
年
で
は
西
ア
メ
リ
カ
、
セ
コ
イ
ア
国
立
公
園
へ
の

研
修
に
行
き
、
林
業
体
験
を
し
て
く
る（
21
年
度
）の

が
最
大
の
楽
し
み
の
よ
う
だ
。

　

倉
沢
明
人
校
長
は
「
当
校
は
全
人
教
育
を
め
ざ
し

て
お
り
、
林
業
を
教
え
る
と
い
う
姿
勢
で
は
な
く
、

林
業
や
地
域
、
自
然
の
こ
と
を
体
で
学
ん
で
も
ら
う

こ
と
、
頭
で
っ
か
ち
で
な
く
実
践
力
の
あ
る
若
者
を

育
て
る
こ
と
。
創
立
以
来
規
律
を
重
ん
じ
る
全
寮
制

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
同
じ
釜
の
飯
を
食
べ
る
と
相

手
へ
の
思
い
や
り
や
許
す
心
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大

切
さ
を
学
び
ま
す
。
専
門
知
識
を
身
に
つ
け
る
と
共

に
人
間
性
が
豊
か
で
、
将
来
林
業
や
地
域
社
会
を
担

っ
て
い
く
若
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
」
と
語
る
。

　

嬉
し
い
の
は
、
学
生
の
親
た
ち
か
ら
、
息
子
が
家

族
と
よ
く
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
明
る
く
た
く

ま
し
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
こ
と
だ
と
倉
沢
校
長
は

言
う
。
行
事
が
あ
る
と
家
族
ぐ
る
み
で
参
加
す
る
ケ

ー
ス
が
多
く
、
ま
た
全
国
か
ら
卒
業
生
も
や
っ
て
く

る
と
い
う
。

「
現
在
学
生
は
秋
田
、
岩
手
、
鹿
児
島
か
ら
も
来
て

お
り
、
在
校
生
38
人
の
内
で
長
野
県
出
身
者
は
22
人

と
６
割
弱
で
す
。
し
か
し
当
校
は
長
野
県
が
県
民
税

等
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
県
内
の
学
生
に
も
っ

と
入
学
し
て
ほ
し
い
と
各
高
校
へ
呼
び
か
け
て
い
ま

す
」

　

授
業
料
等
は
一
、二
学
年
と
も
寮
費
・
給
食
代
を

入
れ
て
年
間
88
万
円
。
県
内
の
私
立
大
学
の
初
年
度

納
付
金
の
平
均
３
３
６
万
円
、
短
大
の
１
２
０
万
円

と
比
較
し
て
も
大
変
安
い
。

実践力のある若者を育てたいと
語る倉沢校長

▲友情を育む寮生活　
▶ワイヤを用途に応じて結び直
す実習をする２年生。男性に負
けないで頑張る女子学生（下） 
▼製図室。図面づくりもコンピュータで

▲１年生は救命救急について学ぶ　
▼林業で使用する機器類。操作の仕方を学び資格も取得
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市
民
を
対
象
に
し
た
公
開
講
座
も

　

林
業
大
学
校
で
は
講
師
に
大
学
の
教
授
、
専
門
研

究
機
関
の
主
任
研
究
員
等
、
各
分
野
の
そ
う
そ
う
た

る
人
が
当
た
っ
て
い
る
が
、
そ
ん
な
中
、
開
校
を
推

進
し
、
毎
年
学
生
に
講
義
を
行
っ
て
き
た
只
木
良
也

名
古
屋
大
名
誉
教
授
（
農
学
博
士
）
の
森
林
生
態
学

の
講
義
、
元
長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
武
井

富
喜
雄
氏
の
材
木
加
工
学
の
講
義
は
、
一
般
の
人
や

別
の
機
関
関
係
者
も
聞
き
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ

た
た
め
、
今
年
か
ら
「
県
民
講
座
」
と
し
て
公
開
し
、

希
望
す
る
人
も
公
聴
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
森
の
不
思
議
、
森
の
魅
力
、
森
の
楽
し
さ

を
一
般
の
人
に
も
知
っ
て
ほ
し
い
と
、
二
カ
月
に
一

回
一
般
住
民
を
対
象
に
し
た
「
公
開
講
座
」
を
実
施

し
て
い
る
。
今
年
は
５
月
に
「
食
べ
ら
れ
る
山
菜
」、

６
月
に
「
桜
の
話
」
を
講
師
の
指
導
で
山
や
里
山
へ

出
か
け
て
実
施
、７
月
以
降
は「
巨
木
に
つ
い
て
」「
御

岳
の
森
林
限
界
」「
き
の
こ
狩
り
」
講
座
が
予
定
さ
れ

て
い
る
（
参
加
費
は
保
険
料
の
実
費
の
み
）。
さ
ら

に
通
年
講
座
と
し
て
信
州
大
松
田
松
二
名
誉
教
授
の

仏
像
造
り
等
が
、
講
堂
で
月
二
回
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

学
生
た
ち
は
地
域
活
動
に
も
参
加
、
学
校
周
辺
に

花
を
植
え
た
り
、
祭
り
や
行
事
に
総
出
で
参
加
す
る

な
ど
、
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
も
頼
り
に
な
る
頼
も

し
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

木
曽
ヒ
ノ
キ
の
育
成
と
森
林
環
境
の
保
全

　

林
業
大
学
校
の
卒
業
生
・
長
岡
功
さ
ん（
45
）を
、

大
桑
村
に
あ
る
木
曽
南
部
森
林
組
合
に
訪
ね
た
。「
道

の
駅
大
桑
」
の
建
物
の
中
に
事
務
局
が
あ
り
、
長
岡

さ
ん
は
業
務
課
長
と
し
て
森
林
業
務
の
受
託
と
作
業

計
画
の
策
定
、
山
で
働
く
人
た
ち
の
指
導
等
、
組
合

業
務
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い

る
。

「
親
は
公
務
員
（
の
ち
に
村
長
）、
林
業
の
経
験
は
な

く
普
通
高
校
を
出
た
の
で
す
が
、
父
が
林
業
大
学
へ

行
け
と
言
う
の
で
入
学
し
ま
し
た
。
昭
和
58
・
59
年

と
学
び
、
60
年
４
月

に
村
の
森
林
組
合
に

就
職
し
ま
し
た
。
学

校
ま
で
は
車
で
20
〜

30
分
、
通
学
で
き
る

距
離
で
す
が
、
寄
宿

生
活
。
２
年
間
で
専

門
的
な
こ
と
を
徹
底

的
に
学
び
ま
す
の
で
、

夜
も
勉
強
す
る
こ
と

が
多
く
、
有
意
義
な

二
年
間
で
し
た
ね
。

　

初
代
校
長
は
京
大

出
身
の
市
川
圭
一
教

授
で
、
そ
の
後
輩
に
当
た

る
信
州
大
の
先
生
方
や
林

業
セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
の

方
々
な
ど
、
森
へ
の
造
詣

が
深
く
教
育
熱
心
な
先
生

が
多
か
っ
た
。
林
業
の
大

切
さ
や
森
林
の
魅
力
を
学

び
ま
し
た
。
そ
の
教
え
が

い
ま
で
も
仕
事
に
生
き
て

い
ま
す
」
と
長
岡
さ
ん
は

言
う
。

　

木
曽
南
部
森
林
組
合
は

上
松
町
と
大
桑
村
の
森
林

業
務
を
行
っ
て
お
り
、
森
林
の
総
面
積
は
約
１
万
ha

と
木
曽
地
区
の
中
で
も
広
大
。
国
有
林
が
約
半
分
を

占
め
、
民
有
林
に
は
１
０
７
２
名
の
組
合
員
が
い
る
。

現
在
森
林
組
合
の
職
員
は
現
場
関
係
が
11
名
、
事
務

が
５
名
、
他
に
組
合
が
委
託
す
る
森
林
作
業
員
が
10

数
名
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
山
へ
測
量
に
出
か
け
る
と
い
う
田
上
猛

士
さ
ん
（
28
）
も
林
業
大
学
校
の
卒
業
生
。
先
輩
の

中
村
照
彦
さ
ん
（
40
）
と
組
み
、
ス
パ
イ
ク
付
き
の

地
下
足
袋
に
キ
ハ
ン
を
巻
い
た
出
で
立
ち
で
山
へ
出

か
け
て
行
っ
た
。
長
岡
さ
ん
も
国
有
林
の
間
伐
作
業

を
し
て
い
る
現
場
へ
指
導
と
打
ち
合
わ
せ
に
出
か
け

る
と
い
う
の
で
、
我
々
も
同
行
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

「
林
業
と
い
う
と
今
ま
で
は
木
材
と
し
て
優
れ
て
い

る
樹
を
育
て
て
高
く
売
る
と
い
う
こ
と
が
メ
イ
ン
で

し
た
が
、
最
近
は
地
球
温
暖
化
防
止
の
役
割
が
増
え

て
仕
事
も
多
様
化
し
て
き
ま
し
た
。
間
伐
し
た
森
は

広
葉
樹
林
と
の
混
合
林
に
す
る
、
間
伐
の
進
ま
な
い

個
人
の
林
も
助
成
金
制
度
を
利
用
し
て
手
入
れ
し
や

す
い
よ
う
に
書
類
作
成
か
ら
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
間

木曽川沿いに広がる大桑村　
下／山へ測量に出かける田上さん、中村さん

道の駅大桑の中に森林組合事務所がある
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伐
は
形
状
が
悪
い
細
い
木
が
中
心
で
、
林
道
が
な
い

山
で
は
倒
木
し
て
土
に
戻
し
て
い
ま
す
」

　

車
が
山
林
へ
入
っ
て
い
く
と
両
側
に
手
入
れ
さ
れ

た
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
林
が
広
が
り
、
空
気
が
ひ
ん
や

り
し
て
き
た
。
里
に
近
い
山
は
民
有
林
が
多
く
、
標

高
１
０
０
０
ｍ
あ
た
り
か
ら
国
有
林
に
な
る
。

「
木
曽
ヒ
ノ
キ
は
全
国
的
に
も
最
高
の
材
だ
と
自
負

し
て
い
ま
す
。
日
中
は
30
度
を
超
え
ま
す
が
、
朝
夜

は
ぐ
ん
と
冷
え
る
。
寒
暖
の
差
や
厳
し
い
冬
の
寒
さ

が
独
特
の
色
と
艶
、
芳
香
の
あ
る
ヒ
ノ
キ
を
育
て
る

ん
で
す
」
と
長
岡
さ
ん
は
言
う
。

　

樹
齢
80
年
か
ら
１
０
０
年
の
木
材
を
い
か
に
出
せ

る
か
が
決
め
手
の
よ
う
だ
。
木
曽
地
方
は
古
く
か
ら

木
材
の
生
産
と
加
工
を
主
産
業
と
し
て
き
た
土
地
で

あ
る
た
め
、
森
林
組
合
は
木
を
市
場
に
出
荷
す
る
ま

で
が
業
務
、
加
工
は
加
工
組
合
が
担
っ
て
い
る
。

　

長
岡
さ
ん
が
車
を
林
の
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
止
め

た
。
こ
れ
か
ら
約
30
〜
40
分
ほ
ど
歩
い
た
国
有
林
の

山
頂
付
近
で
４
、５
人
の
人
が
間
伐
作
業
を
し
て
い

る
と
い
う
。
ま
ず
伊
奈
川
の
支
流
を
二
本
渡
る
。
川

幅
は
狭
い
が
流
れ
は
激
し
い
。
一
つ
の
川
に
は
細
い

鉄
板
を
敷
い
て
渡
り
や
す
く
し
て
あ
る
が
、
も
う
一

つ
の
川
で
は
岩
を
ぽ
ん
ぽ
ん
と
飛
び
越
え
て
い
く
し

か
な
い
。
決
死
の
思
い
で
渡
る
と
、
道
は
い
き
な
り

45
度
も
あ
る
急
斜
面
に
な
っ
た
。

　

青
息
吐
息
で
斜
面
を
登
る
我
々
に
対
し
て
長
岡
さ

ん
は
カ
モ
シ
カ
の
よ
う
な
軽
や
か
な
足
取
り
だ
。
あ

と
山
頂
ま
で
３
分
の
１
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
私
た
ち

は
下
り
の
大
変
さ
を
考
え
て
同
行
を
断
念
し
た
。
ひ

と
息
つ
い
て
見
渡
す
と
、
数
年
前
に
間
伐
し
た
と
い

う
ヒ
ノ
キ
の
森
は
明
る
く
、
ミ
ズ
ナ
ラ
や
モ
ミ
ジ
、

ホ
ウ
ノ
キ
等
の
巨
樹
も
あ
り
、
足
元
に
は
山
百
合
、

ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
等
の
可
憐
な
山
野
草
も
咲
い
て
い
る
。

山
か
ら
無
事
下
っ
て
飲
ん
だ
川
の
水
の
美
味
し
か
っ

た
こ
と
。

　

愛
知
県
民
の
水
源
地
と
し
て

　

大
桑
村
に
は
７
つ
の
電
力
用
ダ
ム
が
あ
り
、
ま
た

木
曽
川
は
愛
知
県
民
の
大
切
な
水
源
地
に
な
っ
て
い

る
。
村
内
に
は
木
曽
川
に
注
ぐ
河
川
が
10
本
ほ
ど
あ

り
、
美
し
い
渓
谷
の
観
光
名
所
も
数
か
所
あ
る
。

「
愛
知
県
民
は
水
道
代
に
１
％
加
え
た
も
の
を
水
源

地
保
全
費
と
し
て
支
払
い
、
こ
れ
が
村
の
財
政
の
一

助
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
恵
ま
れ
た
森
林
と
水
源

地
の
保
全
を
次
世
代
に
し
っ
か
り
継
承
し
て
い
く
こ

と
が
私
た
ち
の
大
切
な
仕
事
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
長
岡
さ
ん
は
言
っ
て
い
た
。

　

道
の
駅
に
は
春
か
ら
初
夏
の
山
菜
、
ワ
ラ
ビ
、
山

ウ
ド
、
ホ
ウ
バ
等
が
並
び
、
人
気
を
博
し
て
い
た
。

文
／
浅
井
登
美
子　

写
真
／
満
田
美
樹

こ
れ
か
ら
作
業
員
が
働
く
国
有
林
へ
指
導
に
出
か

け
る
。
川
も
急
斜
面
の
け
も
の
道
も
身
軽
に
超
え

て
い
く
長
岡
さ
ん

▶御岳山系、木曽駒ヶ岳の豊富な水源が幾つもの川
を作り、愛知県民に飲用水を提供している。●長野県林業大学校☎0264-23-2321

●木曽南部森林組合☎0264-55-3801



14

支
援
制
度
で
後
継
者
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

平
成
21
年
９
月
末
、
ユ
ネ
ス
コ
が
初
め
て
作
成
す

る
「
世
界
の
代
表
的
な
無
形
文
化
遺
産
リ
ス
ト
」
に

石
州
半・

・紙
が
登
録
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

〝
後
世
に
伝
え
る
べ
き
世
界
的
な
文
化
財
〞
と
認
め

ら
れ
る
石
州
半
紙
。
だ
が
、
そ
の
制
作
技
術
を
受
け

継
ぐ
職
人
の
数
は
年
々
減
少
し
て
い
る
と
い
う
。

　

三
隅
町
の
「
石
州
和
紙
久
保
田
」
３
代
目
、
久
保

田
彰
さ
ん
に
よ
る
と
、

「
昔
は
、
副
業
と
し
て
ほ
と
ん
ど
の
農
家
で
行
わ
れ

て
い
た
の
で
す
が
、
洋
紙
の
普
及
な
ど
に
よ
っ
て

激
減
し
ま
し
て
ね
。
明
治
27
年
に
は
紙
漉
き
農
家
が

６
３
７
７
軒
あ
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
、
三
隅
町
に

４
戸
、
津
和
野
町
に
１
戸
、
桜
江
町
に
１
戸
。
石
州

全
体
で
も
６
戸
だ
け
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

　

そ
う
し
た
な
か
、
平
成
８
年
に
「
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

の
た
め
の
産
業
体
験
者
助
成
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
こ
れ
は
、
島
根
県
に
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
し
、
農
林

水
産
業
や
伝
統
工
芸

な
ど
の
産
業
体
験
を

行
う
場
合
に
、
滞
在

に
要
す
る
経
費
の
一

部
を
助
成
す
る
と
い

う
も
の
だ
。

「
実
は
12
年
前
、
う

ち
の
工
房
に
岡
山
県

出
身
の
女
性
が
紙
漉

き
職
人
に
な
り
た
い

と
言
っ
て
訪
ね
て
き

ま
し
て
ね
。
そ
の
と

き
初
め
て
、
旧
三
隅

町
に
掛
け
合
い
条
例

石せ
き
し
ゅ
う州
和
紙
の
産
地
と
し
て
名
高
い
島
根
県
浜
田

市
三
隅
町
。
他
の
伝
統
工
芸
と
同
様
、
石
州
和

紙
の
世
界
も
深
刻
な
後
継
者
不
足
に
悩
ん
で
い

る
。
打
開
策
と
し
て
、（
財
）ふ
る
さ
と
島
根
定

住
財
団
が
平
成
８
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
の
が
、Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
支
援
事
業
の
一
環
「
し
ま
ね
の
産
業
体
験
」
だ
。

助
成
金
を
受
け
な
が
ら
産
業
体
験
を
行
い
、
和
紙
職
人

の
道
を
め
ざ
す
Ｉ
タ
ー
ン
の
人
た
ち
を
取
材
し
た
。

「紙
かずし

子」の作業をする村子さん。漉き舟の紙料を簀の中に素早くすくい上げる

久保田彰さん（中央）のもとで修業する
中島久夫さんと村子香織さん

■
活
力
あ
る
地
場
産
業
の
振
興
を

地
域
の
人
々
に
支
え
ら
れ
、和
紙
職
人
を
め
ざ
す

（
鳥
取
県
浜
田
市
三
隅
町
）

■
活
力
あ
る
地
場
産
業
の
振
興
を

地
域
の
人
々
に
支
え
ら
れ
、和
紙
職
人
を
め
ざ
す

（
島
根
県
浜は
ま
だ
し

田
市
三み
す
み隅
町ち
ょ
う）

3
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を
作
っ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
て
、
1
年
間

は
島
根
県
の
定
住
財
団
か
ら
体
験
事
業
の
助
成
金

５
万
円
を
、
２
年
目
、
３
年
目
は
旧
三
隅
町
が
生
活

費
の
一
部
11
万
円
を
助
成
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。
う
ち
で
は
、
12
年
間
で
６
人
の
職
人
さ

ん
が
こ
の
制
度
を
利
用
し
ま
し
た
」
と
久
保
田
さ
ん
。

　

ち
な
み
に
、
島
根
県
全
体
で
は
、
12
年
間
に
、
累

計
で
１
１
９
４
人
が
産
業
体
験
期
間
を
終
了
。
こ

の
う
ち
、
体
験
終
了
後
も
県
内
に
居
住
し
て
い
る
人

の
数
は
累
計
で
５
６
９
人
、
終
了
後
の
定
着
率
は

４
７
・
７
％
だ
と
い
う
。
体
験
者
の
年
齢
は
20
歳
代
、

30
歳
代
が
多
く
、
合
わ
せ
る
と
80
％
近
く
を
占
め
る
。

ま
た
、
産
業
体
験
を
受
け
入
れ
て
い
る
「
受
け
入
れ

先
」
は
累
計
で
２
８
１
件
。
こ
の
な
か
の
一
軒
が
久

保
田
さ
ん
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ブ
ー
タ
ン
王
国
に
石
州
和
紙
の
技
術
指
導

　

こ
こ
で
石
州
和
紙
の
歴
史
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

石
州
和
紙
は
、
島
根
県
の
西
部
、
石
見
地
方
で
漉
か

れ
て
い
る
和
紙
の
こ
と
で
、
８
世
紀
初
め
に
は
す
で

に
こ
の
地
で
紙
漉
き
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
江

戸
時
代
に
は
津
和
野
と
浜
田
の
両
藩
が
製
紙
を
奨
励

し
た
こ
と
か
ら
、
盛
ん
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

石
州
和
紙
は
、
楮

こ
う
ぞ
、
ミ
ツ
マ
タ
、
雁
皮
を
主
原
料

に
、「
流
し
漉
き
」
と
よ
ば
れ
る
独
自
の
技
法
で
作
ら

れ
る
。
こ
と
に
、
地
元
で
栽
培
さ
れ
た
良
質
の
楮
を

使
っ
て
漉
か
れ
る
石
州
半
紙
は
、
折
り
曲
げ
て
も
簡

単
に
は
ち
ぎ
れ
な
い
強
靭
さ
が
特
徴
だ
。
江
戸
時
代

に
は
、
大
坂
商
人
た
ち
が
帳
簿
用
紙
と
し
て
重
用
し
、

火
災
の
時
に
は
、
い
ち
早
く
井
戸
に
投
げ
込
ん
で
保

存
を
図
っ
た
（
水
に
濡
れ
て
も
破
れ
な
い
）
と
い
わ

れ
る
。
こ
の
丈
夫
さ
が
買
わ
れ
、
現
在
は
、
お
も
に

文
化
財
の
襖
や
屏
風
な
ど
の
修
復
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

石
州
半
紙
は
、
昭
和
44
年
４
月
に
工
芸
技
術
分
野

と
し
て
最
も
早
く
、
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
。
現
在
、
三
隅
町
内
で
は
石
州
半
紙
技
術
者

会
（
川
平
正
男
会
長
ら
４
軒
５
人
）
が
そ
の
技
術
を

継
承
し
て
い
る
。
特
に
、
久
保
田
彰
さ
ん
の
父
、
保

一
さ
ん
（
一
昨
年
に
他
界
）
は
、
昭
和
42
年
の
発
足

以
来
、
技
術
者
会
を
リ
ー
ド
し
、
石
州
和
紙
の
普
及

に
努
め
た
。
ま
た
、「
日
本
の
優
秀
な
技
術
を
取
り
入

れ
て
、
紙
質
を
改
良
し
た
い
」
と
い
う
ブ
ー
タ
ン
王

国
の
依
頼
に
応
じ
、
昭
和
61
年
、
保
一
さ
ん
ら
が
現

地
入
り
し
て
技
術
指
導
。
海
外
技
術
研
修
生
の
受
け

入
れ
も
始
め
た
。
石
州
半
紙
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文

化
遺
産
候
補
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
は
、
こ
う

し
た
ブ
ー
タ
ン
と
の
国
際
交
流
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

が
大
き
い
。

生
活
も
人
間
関
係
も
ゼ
ロ
か
ら
。

人
の
助
け
が
あ
り
が
た
か
っ
た

　

久
保
田
さ
ん
の
工
房
で
、
平
成
15
年
か
ら
和
紙
職

人
と
し
て
働
い
て
い
る
村
子
香
織
さ
ん
に
話
を
聞
い

た
。
村
子
さ
ん
は
大
分
県
出
身
。
大
学
時
代
は
考
古

学
の
勉
強
を
し
て
い
た
が
、
４
年
生
の
時
、
紙
漉
き

▲楮とミツマタの畑を案内してくれる久保田さん
◀楮をまっすぐに育てるため、新芽を採る村子さ
　んと中島さん
▼大きな簀を自在に扱う村子さん
　天気のよい日は工房前に干し板を並べ、紙を乾
　燥させる（下）
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職
人
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
。

「
な
ぜ
、
紙
漉
き
に
憧
れ
た
の
か
と
よ
く
聞
か
れ
る

の
で
す
が
、
明
確
な
理
由
は
な
い
ん
で
す
。
た
だ
、

後
に
気
づ
い
た
こ
と
で
す
が
、
大
学
時
代
、
文
化
財

の
修
復
に
和
紙
が
使
わ
れ
て
い
た
場
面
を
よ
く
目
に

し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
潜
在
意
識
に
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」

　

修
業
先
を
探
す
た
め
、
村
子
さ
ん
は
卒
業
後
、
１

年
か
け
て
西
日
本
の
和
紙
の
産
地
を
回
っ
た
。
そ
し

て
６
番
目
に
訪
れ
た
久
保
田
さ
ん
の
工
房
で
、
初
め

て
「
修
業
す
る
な
ら
こ
こ
だ
！
」
と
感
じ
た
と
い
う
。

「
理
由
の
一
つ
は
、他
の
紙
漉
き
の
産
地
は
研
修
期
間

が
短
か
っ
た
の
で
す
が
、
三
隅
町
で
は
体
験
期
間
が

３
年
あ
り
、
そ
の
間
、
助
成
金
を
出
し
て
も
ら
え
る

ん
で
す
。
じ
っ
く
り
腰
を
据
え
て
勉
強
し
た
い
と
考

え
て
い
た
私
に
は
理
想
的
で
し
た
。
ま
た
、
職
人
さ

ん
と
一
緒
に
仕
事
を
し
な
が
ら
技
術
を
身
に
つ
け
て

い
く
ス
タ
イ
ル
も
他
の
地
域
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
は
紙
漉
き
だ
け
で
な
く
、
原

料
で
あ
る
楮
の
栽
培
な
ど
、
紙
作
り
の
す
べ
て
の
工

程
に
関
わ
れ
る
こ
と
も
魅
力
で
し
た
」

　

こ
う
し
て
、
平
成
15
年
の
４
月
に
三
隅
町
に
移
住

し
た
村
子
さ
ん
。
最
初
の
１
年
は
わ
け
が
わ
か
ら
な

い
ま
ま
過
ぎ
た
と
い
う
。
肉
体
労
働
を
伴
う
紙
漉
き

の
修
業
は
、
女
性
の
身
に
は
辛
か
っ
た
の
で
は
？
と

尋
ね
た
ら
、
物
づ
く
り
が
好
き
で
選
ん
だ
道
だ
か
ら
、

大
変
で
も
や
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
と
い
う

答
え
。

「
原
料
で
あ
る
植
物
が
、
皮
の
状
態
に
な
り
、
液
体

に
な
り
、
や
が
て
紙
に
な
る
。
そ
の
瞬
間
、
瞬
間
に

立
ち
会
え
る
の
は
何
と
も
い
え
な
い
魅
力
で
す
。
そ

れ
に
、
村
の
人
が
『
よ
そ
か
ら
来
て
、
よ
う
頑
張
っ

と
る
ね
〜
』と
言
っ
て
励
ま
し
て
く
れ
た
り
、野
菜
を

分
け
て
く
れ
た
り
、
と
て
も
親
切
に
し
て
く
れ
ま
す
。

生
活
も
人
間
関
係
も
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
だ
っ
た
の
で
、

人
の
助
け
が
何
よ
り
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
ね
」

第
二
の
人
生
を
和
紙
づ
く
り
に
賭
け
る

　

久
保
田
さ
ん
の
工
房
に
は
も
う
一
人
、
今
年
６
月

か
ら
修
業
を
し
て
い
る
男
性
が
い
る
。
こ
こ
に
来
る

ま
で
大
阪
府
豊
中
市
の
図
書
館
の
司
書
だ
っ
た
中
島

久
夫
さ
ん
だ
。
彼
は
、
定
年
退
職
後
の
第
二
の
人
生

と
し
て
紙
漉
き
の
道
を
選
ん
だ
。
き
っ
か
け
は
、
平

成
８
年
11
月
26
日
の
朝
日
新
聞
の
記
事
だ
と
い
う
。

「
そ
れ
は
、
会
長
さ
ん
（
保
一
さ
ん
）
が
ブ
ー
タ
ン

に
紙
漉
き
の
技
術
指
導
を
し
て
い
る
と
い
う
内
容
で

し
た
。
私
は
趣
味
で
書
道
を
し
て
お
り
、
自
分
で
漉

い
た
紙
に
書
を
書
き
た
い
と
い
う
夢
が
あ
っ
た
。
そ

れ
で
、
翌
年
の
５
月
に
こ
こ
を
訪
ね
、
紙
漉
き
の
修

業
を
し
た
い
と
お
願
い
し
た
の
で
す
。
で
も
、
会
長

さ
ん
は
定
年
退
職
ま
で
待
つ
よ
う
に
、
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
あ
き
ら
め
な
い
私
に
、
そ
ん
な
に

や
り
た
い
な
ら
休
暇
を
利
用
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
と

言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
」

　

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
中
島
さ
ん
は
毎
年
一
〜

二
回
、
長
期
の
休
暇
を
と
っ
て
三
隅
町
に
通
い
、
保

一
さ
ん
に
就
い
て
紙
漉
き
の
修
業
を
し
た
。

「
結
局
、
10
数
年
間
通
い
続
け
た
ん
で
す
よ
。
そ
し

て
今
年
の
３
月
、
晴
れ
て
定
年
退
職
し
た
の
で
、
６

月
か
ら
こ
こ
で
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
実

は
、
妻
は
反
対
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
止
め
る
の
を

振
り
切
っ
て
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
単
身

赴
任
な
ん
で
す
（
笑
い
）」

「
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
た
め
の
産
業
体
験
者
助
成
制
度
」

に
は
年
齢
制
限
が
な
い
の
で
、
中
島
さ
ん
も
補
助
金

を
受
け
ら
れ
る
。
中
島
さ
ん
の
よ
う
に
60
歳
を
過
ぎ

た
人
を
支
援
し
て
も
、
後
継
者
育
成
に
は
つ
な
が
ら

な
い
の
で
は
、
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
し
か
し
、
彼

ら
は
石
州
和
紙
の
応
援
団
の
よ
う
な
も
の
。
応
援
団

を
育
て
る
の
も
和
紙
産
業
を
活
性
化
す
る
上
で
は
大

切
な
こ
と
に
ち
が
い
な
い
。
中
島
さ
ん
は
言
う
。

「
私
に
定
住
を
決
意
さ
せ
た
の
は
、
金
銭
的
な
支
援

以
上
に
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

こ
の
10
年
間
に
役
場
の
人
や
ホ
テ
ル
の
人
に
ず
い
ぶ

ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
長
さ
ん
が
と

て
も
尊
敬
で
き
る
人
だ
っ
た
。
会
長
さ
ん
が
い
な
か

▶昨年10月にオープンした石州和紙会館。こ
の設立にも久保田保一さんが尽力した
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っ
た
ら
こ
こ
に
来
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」

人
と
の
出
会
い
が
導
い
た

和
紙
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り

　

三
隅
町
の
教
育
・
文
化
・
健
康
づ
く
り
ゾ
ー
ン
で

あ
り
、
石
州
和
紙
会
館
が
建
つ
三
隅
中
央
公
園
。
そ

の
園
内
の
一
角
に
、
三
隅
町
出
身
の
日
本
画
家
、
石

本
正
の
作
品
を
収
蔵
・
展
示
す
る
「
石
正
美
術
館
」

が
あ
る
。

　

５
年
前
、
横
浜
市
か
ら
三
隅
町
へ
移
住
し
た
佐
﨑

裕
子
さ
ん
は
、
こ
の
美
術
館
内
に
あ
る
喫
茶
＆
和
紙

工
房
「
紙
遊
（
カ
ミ
ュ
）」
で
、
接
客
の
合
間
に
石

州
和
紙
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
を
制
作
し
て
い
る
。

　

佐
﨑
さ
ん
が
こ
の
地
に
移
住
し
た
の
は
、（
財
）ふ

る
さ
と
島
根
定
住
財
団
の
事
業
の
一
つ
「
ふ
る
さ
と

体
験
ツ
ア
ー
」
に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
。

「
初
め
て
三
隅
町
を
訪
れ
た
の
は
10
年
前
。
最
初
は
、

三
隅
町
に
嫁
い
だ
友
人
に
誘
わ
れ
て
、
遊
び
感
覚
で

や
っ
て
来
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
来
て
見
た
ら
海

も
山
も
近
い
し
、
妙
に
空
気
感
が
合
う
。
す
っ
か
り

こ
の
町
が
気
に
入
っ
て
、
以
来
、
毎
年
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」

　

当
時
、
ツ
ア
ー
参
加
費
は
、
3
泊
4
日
で
1
万
円

（
三
隅
町
ま
で
の
交
通
費
は
自
己
負
担
だ
が
、宿
泊
費
、

食
事
代
、
体
験
費
用
な
ど
す
べ
て
含
む
）
と
い
う
破

格
の
安
さ
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
佐
﨑
さ
ん
は
、
定

住
す
る
気
持
ち
が
な
い
の
に
何
度
も
ツ
ア
ー
に
参
加

す
る
こ
と
に
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
た
と
い
う
。

「
で
も
、
ス
タ
ッ
フ
の
川
神
さ
ん
が
『
島
根
の
応
援

団
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
の
だ
か
ら
』
と
言
っ
て
、

い
つ
も
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
春

秋
2
回
の
ツ
ア
ー
の
ほ
か
、
自
費
で
他
の
季
節
も
訪

ね
る
よ
う
に
な
り
、
５
年
ほ
ど
行
き
来
す
る
う
ち
、

こ
こ
で
暮
ら
そ
う
、
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
き
た

ん
で
す
」

　

ち
な
み
に
、
川
神
さ
ん
は
「
紙
遊
」
の
代
表
で
あ

り
、
産
業
体
験
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て
い
る
。
運
よ

く
、
そ
の
工
房
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
け
る
こ
と
に

な
り
、
佐
﨑
さ
ん
は
移
住
を
決
意
。
３
年
間
は
産
業

体
験
者
助
成
制
度
に
則
っ
て
支
援
金
を
も
ら
う
こ
と

も
で
き
た
。

「
支
援
制
度
は
た
し
か
に
移
住
を
決
意
す
る
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
私
の
場
合
、
支
援
制
度

以
上
に
、
こ
の
地
域
の
人
と
よ
い
人
間
関
係
が
築
け

て
い
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。
特
に
、
川
神

さ
ん
と
い
う
懐
の
広
い
方
に
引
き
受
け
て
も
ら
え
た

私
は
と
て
も
ラ
ッ
キ
ー
。
２
年
前
に
弥
栄
町（
隣
町
）

の
男
性
と
結
婚
し
た
ん
で
す
が
、
将
来
、
弥
栄
町
に

引
越
し
し
て
も
、
和
紙
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
し
、

こ
こ
で
育
ん
だ
人
間
関
係
も
一
生
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
佐
﨑
さ
ん
は
言
っ
て
い
た
。

文
／
小
田
礼
子　

写
真
／
岡
本
良
治

▼耐熱・UV加工を施したアクリル板に和紙を張り、タペスト
リーを制作する佐﨑裕子さん

▲イタリアの教会をイメージした石正美術館。三隅町出身の日本画
家、石本正の作品を収蔵・展示している
◀佐﨑さんが制作した和紙の照明
▶川神さんが制作した和紙の人形

●石州和紙久保田
☎0855-32-0353
●石州和紙会館
☎0855-32-4170
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あ
え
て
行
政
や
住
民

　

意
識
を
問
う

　

北
海
道
一
の
炭
鉱
町
だ
っ

た
夕
張
市
の
人
口
は
現
在

６
１
９
８
世
帯
、
1
万
１
５

７
４
人
（
５
月
現
在
）。
炭

鉱
最
盛
期
の
12
万
人
、
財
政

破
綻
前
の
約
３
万
人
と
比
較

す
る
と
大
幅
減
だ
が
、「
こ
れ

で
北
海
道
の
平
均
都
市
並
み

に
落
ち
着
い
た
」
と
村
上
医

師
は
言
う
。

　

夕
張
市
の
栄
華
期
を
象
徴
す
る
石
炭
歴
史
博
物
館

や
市
庁
舎
の
あ
る
市
北
部
に
、
平
成
19
年
に
設
立
し

た
医
療
法
人
財
団
「
夕
張
希
望
の
杜
」
夕
張
医
療
セ

ン
タ
ー
が
あ
る
。
と
い
っ
て
も
施
設
は
旧
市
立
総
合

病
院
を
そ
の
ま
ま
活
用
し
た
も
の
で
、
医
療
セ
ン
タ

ー
「
夕
張
診
療
所
」
で
は
、
内
科
、
外
科
、
心
療
内

科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
歯
科
が
あ
り
、
他

に
派
遣
医
師
が
週
一
回
診
療
す
る
整
形
外
科
と
眼
科

を
有
す
る
以
前
同
様
の
大
規
模
施
設
。
医
療
セ
ン
タ

ー
の
奥
二
階
に
は
19
床
の
一
般
病
床
が
あ
り
、
ス
タ

ッ
フ
は
パ
ー
ト
職
員
を
入
れ
て
総
数
59
名
。
ま
た
一

階
に
は
40
人
が
入
所
す
る
介
護
老
人
保
健
施
設
「
夕

張
」
が
あ
り
、
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
等
25
名
（
パ

ー
ト
含
む
）
が
働
い
て
い
る
。　
　

　

こ
れ
を
率
い
る
村
上
智
彦
理
事
長
（
48
）
は
地
域

医
療
ま
で
破
綻
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
指
定

　

６
３
０
億
円
の
借
金
を
か
か
え
て
財
政

破
綻
し
た
夕
張
市
は
、
多
く
の
市
民
が
去

り
高
齢
化
率
43
％
、
市
で
は
日
本
一
に
な

っ
た
。
破
綻
し
た
市
立
総
合
病
院
は
公
設

民
営
の
診
療
所
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と

に
な
り
、
管
理
運
営
を
引
き
受
け
た
の
が

村
上
智
彦
医
師
。支
援
す
る
人
々
と「
医
療

法
人
財
団
夕
張
希
望
の
杜
」を
立
ち
上
げ
、

医
療
と
老
人
保
健
施
設
等
の
運
営
に
当
た

っ
て
い
る
。
財
政
破
綻
や
地
域
医
療
の
危

機
は
全
国
各
地
に
も
押
し
寄
せ
て
お
り
、

夕
張
市
は
そ
の
縮
図
。
村
上
医
師
は
不
平

不
満
を
言
い
依
存
ば
か
り
し
て
き
た
住
民

意
識
を
変
え
る
こ
と
も
大
切
と
訴
え
る
。

　

一
方
、
3
分
の
1
に
激
減
し
た
市
職
員

を
助
け
よ
う
と
東
京
都
か
ら
は〝
義
勇
軍
〞

が
来
市
し
て
、
行
政
業
務
に
当
た
り
、
地

域
お
こ
し
に
も
新
風
を
注
い
で
い
る
。

▲夕張希望の杜、医療センター建物

▲診察を終えて会計をする患者たち

地域医療と
高齢者福祉を支える

１

▲炭鉱で栄えた夕張を語る夕張歴史村▲炭鉱で栄えた夕張を語る夕張歴史村

地
域
医
療
の
再
生
と
ま
ち
創
り
﹇
夕
張
希
望
の
杜
﹈

「
村
上
ス
キ
ー
ム
」に
共
感
す
る
医
師
た
ち
／
都
庁
か
ら
来
た
義
勇
軍
（
北
海
道
夕ゆ
う
ば
り張
市し

）
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管
理
者
公
募
に
応
募
し
、
支
援
す
る
人
々
と
「
夕
張

希
望
の
杜
」
を
立
ち
上
げ
た
。

　

北
海
道
生
ま
れ
、
北
海
道
薬
科
大
学
、
同
大
学
院

を
出
て
薬
剤
師
や
臨
床
検
査
技
師
の
資
格
を
得
た
あ

と
金
沢
医
大
医
学
部
を
卒
業
、
自
治
医
大
で
地
域
医

療
を
研
修
、
岩
手
県
藤
沢
町
、
北
海
道
瀬
棚
町
、
新

潟
県
湯
沢
町
で
医
師
と
し
て
地
域
医
療
に
当
た
っ
て

き
た
。
地
域
医
療
問
題
の
旗
手
と
し
て
注
目
さ
れ
、

講
演
依
頼
も
多
く
超
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い
る
が
、

当
誌
の
た
め
に
時
間
を
さ
い
て
く
れ
た
。

「
夕
張
っ
て
僕
が
勤
務
し
て
い
た
越
後
湯
沢
と
同
じ

で
、
豊
か
な
自
然
と
、
温
泉
あ
り
ス
キ
ー
場
あ
り
で

素
敵
な
ま
ち
で
す
よ
。
湯
沢
は
民
間
が
開
発
し
た

を
受
け
、
住

民
は
他
所
よ

り
高
い
年
金

を
取
り
、
皆

が
口
を
開
く

と
『
困
っ
た

困
っ
た
』『
く

れ
く
れ
』
と

言
っ
て
き
た
。

住
民
も
炭
鉱

等
で
高
給
で
働
き
、
閉
山
後
も
保
障
を
受
け
て
暮
ら

し
て
き
た
の
で
、
自
か
ら
努
力
し
て
自
立
す
る
こ
と

が
少
な
か
っ
た
。
財
政
破
綻
し
た
こ
と
で
普
通
の
ま

ち
に
な
っ
た
ん
で
す
」
と
開
口
一
番
辛
辣
な
言
葉
。

「
マ
ス
コ
ミ
も
駄
目
だ
ね
、
医
療
の
こ
と
は
な
に
も

知
ら
ず
、
夕
張
市
民
は
可
哀
想
と
い
う
発
想
で
し
か

取
材
し
な
い
。
医
師
た
ち
は
必
死
で
頑
張
っ
て
い
る

の
に
、
何
か
ミ
ス
が
あ
る
と
医
療
関
係
者
を
叩
く
こ

と
に
熱
中
す
る
。
こ
れ
は
夕
張
だ
け
の
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
、
住
民
が
依
存
心
を
捨
て
も
っ
と
自
立
す

る
意
識
、
医
療
で
い
え
ば
自
分
の
か
ら
だ
は
自
分
で

管
理
す
る
と
い
う
習
慣
を
持
た
な
い
と
、
地
域
も
医

療
も
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。
先
端
を
切
る
か
た
ち

で
破
綻
し
た
夕
張
市
は
日
本
の
縮
図
で
は
な
い
か
と

思
い
、
あ
え
て
私
は
言
い
た
い
こ
と
を
言
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
最
悪
の
条
件
で
地
域
医
療
の

再
生
を
は
じ
め
ま
し
た
が
、
医
療
の
継
続
だ
け
で
は

な
く
〝
ま
ち
創
り
〞
の
視
点
で
取
り
組
ん
で
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
村
上
医
師
は
語
る
。

　

地
域
医
療
の
先
進
地
や
、
医
療
ミ
ス
を
指
摘
さ
れ

て
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
医
療
シ
ス
テ
ム
の
例
な
ど
、

具
体
的
に
い
ろ
い
ろ
聞
く
こ
と
が
で
き
た
が
、
ス
ペ

ー
ス
の
関
係
で
省
略
す
る
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
に
は
Ｃ
Ｔ
や
透
視
診
断
装
置
等
の

設
備
も
完
備
し
て
い
る
が
、
高
齢
者
の
多
い
夕
張
市

で
は
高
度
先
端
医
療
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
予

防
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ケ
ア
に
比
重
を
置
い

て
い
る
。
意
外
と
高
齢
者
に
多
い
の
が
歯
槽
膿
漏
や

口
内
炎
で
、
歯
を
治
療
し
て
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
歯
科
部
門
を
充
実
し
、

他
の
老
人
福
祉
施
設
へ
も
診
療
に
出
か
け
て
い
る
。

　

村
上
医
師
は
入
院
す
る
患
者
を
見
回
っ
た
あ
と
、

元
病
院
だ
っ
た
施
設
を
案
内
し
て
く
れ
た
。
中
廊
下

を
は
さ
ん
で
両
側
に
20
数
室
が
あ
る
広
い
建
物
で
あ

る
た
め
、
今
は
三
階
は
閉
鎖
し
て
電
源
も
切
っ
て
未

使
用
。「
冬
は
マ
イ
ナ
ス
10
度
に
な
る
た
め
暖
房
費

が
大
変
で
す
。
昔
こ
の
廊
下
に
は
炭
鉱
爆
発
で
沢
山

の
遺
体
が
並
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す

よ
」
と
お
ど
け
て
笑
わ
せ
る
が
、
実
は
老
朽
化
し
た

施
設
の
維
持
管
理
が
大
変
で
、
５
０
０
０
万
円
に
も

の
ぼ
る
水
道
光
熱
費
が
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と

を
後
で
知
っ
た
。

　

地
域
医
療
に
関
わ
る
医
師
や
研
修
医
の
拠
点

　

翌
日
朝
８
時
30
分
、
医
師
や
看
護
師
、
事
務
員
は

二
階
の
研
修
室
に
集
ま
っ
て
朝
礼
と
昨
日
の
医
療
報

告
、
今
日
の
主
な
業
務
を
確
認
し
あ
う
。
理
事
長
の

村
上
医
師
は
今
日
は
別
の
町
村
へ
医
療
に
出
か
け
て

い
る
。
２
月
よ
り
頼
ま
れ
て
無
医
地
区
等
へ
助
っ
人

に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

報
告
等
が
終
わ
る
と
全
員
で
壁
に
張
り
出
さ
れ
た

「
Ｏ
Ｕ
Ｒ 

Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
と
「
基
本
理
念
」
を
読
む
。

入院患者を見舞う村上医師

朝8時30分から医師や看護師、事務員が集まって朝礼集会

▶「夕張希望の杜」理事長の村上智彦
医師、研修室で。壁には医療状況や目
標等がパネルに張り出してある

車椅子での送迎の他、センターまで無料送迎
バスを毎日運行している

け
ど
、
夕
張
は
公
が
開
発

し
た
か
ら
失
敗
し
た
。
こ

こ
の
人
た
ち
は
公
的
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
の
が
当
然

と
い
う
意
識
の
人
が
多
か

っ
た
。
1
万
２
０
０
０
人

の
ま
ち
に
３
０
０
人
以
上

の
市
職
員
が
い
た
ん
で

す
。
公
務
員
は
１
／
３
の

仕
事
で
他
よ
り
高
い
給
与
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「
み
ん
な
が
誰
か
の
た
め
に
、
誰

か
が
み
ん
な
の
た
め
に
夢
を
持
っ

て
働
く
希
望
の
杜　

み
ん
な
の
夢

を
現
実
に
変
え
る
町
づ
く
り
に
挑

戦
し
よ
う
」（
Ｏ
Ｕ
Ｒ 
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ

Ｍ
）、「
地
域
の
人
々
に
信
頼
さ
れ

る
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

通
じ
て
安
全
安
心
な
町
づ
く
り
に

貢
献
し
よ
う
。
専
門
職
と
し
て
の

誇
り
と
夢
を
持
っ
て
自
己
実
現
を

目
指
そ
う
。
自
ら
の
生
活
の
基
盤

は
法
人
の
安
定
運
営
に
あ
る
こ
と

を
理
解
し
よ
う
」（
基
本
理
念
）

「
わ
か
り
や
す
い
普
通
の
言
葉
で

し
ょ
。
で
も
そ
れ
を
実
践
し
て
い

く
の
は
け
っ
こ
う
難
し
い
」
と
村

上
医
師
は
言
っ
て
い
た
。

「
村
上
ス
キ
ー
ム
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
、
医
師
仲
間
で
は
何
気
な
く
使
わ
れ
て
い
る

と
い
う
。
こ
の
言
葉
は
、
開
設
当
時
副
院
長
を
し
て

い
た
高
橋
氏
に
誘
わ
れ
て
東
京
か
ら
来
た
佐
藤
事
務

局
長
が
使
い
だ
し
た
も
の
で
、「
高
齢
社
会
に
お
け
る

地
域
医
療
、
地
域
社
会
モ
デ
ル
構
築
の
枠
組
み
」
と

い
う
よ
う
な
意
味
が
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り

が
各
自
の
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
狙
い
だ

と
い
う
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
の
約
半
分
は
旧
夕
張

総
合
病
院
か
ら
の
引
き
継
ぎ
だ
が
、
村
上
医
師
の
理

念
や
理
想
に
共
感
し
て
夕
張
医
療
セ
ン
タ
ー
に
や
っ

て
き
た
医
師
や
看
護
師
、
技
師
も
多
い
。
田
谷
智
医

師
は
和
歌
山
の
大
病
院
等
で
働
い
て
い
た
が
地
域
医

療
を
学
び
た
い
と
夕
張
へ
見
学
に
来
て
、
数
年
の
予

定
で
働
い
て
い
る
。
長
野
県
佐
久
総
合
病
院
か
ら
は

若
月
院
長
の
下
で
地
域
医
療
を
学
ん
で
き
た
永
森
克

志
医
師
が
来
た
。「
普
通
の
医
師
が
誰
で
も
取
り
組

め
る
地
域
医
療
を
め
ざ
す
」
と
い
う
村
上
医
師
の
言

葉
を
聞
い
て
夕
張
移
住
を
決
意
し
た
と
い
う
。

　

森
田
洋
之
医
師
は
一
橋
大
を
出
て
企
業
に
勤
め
た

あ
と
地
域
医
療
を
担
い
た
い
と
宮
崎
医
大
へ
進
学
し

直
し
た
人
。「
セ
ン
タ
ー
へ
来
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

働
く
村
上
医
師
ら
の
姿
を
見
て
、
夕
張
へ
こ
よ
う
と

決
め
ま
し
た
」
近
く
の
市
営
住
宅
に
住
む
。
寒
さ
を

心
配
し
た
が
、
防
寒
設
備
が
整
っ
て
い
る
の
で
家
の

中
は
こ
こ
の
方
が
温
か
い
、
と
家
族
に
も
評
判
が
い

い
と
言
う
。

　

在
宅
医
療
を
支
え
る

　

医
療
セ
ン
タ
ー
は
午
後
も
開
業
し
て
い
る
が
、
午

後
か
ら
は
医
師
と
看
護
師
が
交
代
で
在
宅
診
療
、
在

宅
介
護
に
市
内
へ
出
か
け
る
。
駐
車
場
に
停
ま
っ
て

い
る
車
を
見
る
と
他
県
の
ナ
ン
バ
ー
が
よ
く
あ
る
。

夕
張
に
き
た
ス
タ
ッ
フ
の
多
く
が
、
前
に
使
っ
て
い

た
車
を
夕
張
に
持
っ
て
き
た
た
め
の
よ
う
だ
。

　

そ
の
日
同
伴
さ
せ
て
も
ら
っ
た
田
谷
医
師
は
和
歌

山
ナ
ン
バ
ー
の
自
家
用
車
。「
こ
れ
か
ら
も
夕
張
に

い
て
ポ
ン
コ
ツ
に
な
る
ま
で
乗
る
の
か
な
」
と
言
っ

て
、
金
沢
医
大
か
ら
き
た
医
学
生
、
清
水
連
さ
ん
を

乗
せ
て
近
く
の
市
街
地
へ
診
療
に
出
か
け
た
。

　

往
診
す
る
の
は
60
代
後
半
の
元
飲
食
店
経
営
者
で

奥
さ
ん
と
二
人
暮
ら
し
。
車
椅
子
な
ら
10
分
足
ら
ず

で
診
療
所
ま
で
来
ら
れ
る
が
、
目
が
悪
い
の
で
動
き

た
く
な
い
と
の
こ
と
。
医
師
は
月
２
回
往
診
し
、
看

護
師
が
週
１
回
ケ
ア
に
訪
れ
て
い
る
。
田
谷
医
師
ら

は
二
階
に
あ
る
住
ま
い
へ
非
常
口
か
ら
訪
問
、
約
30

分
ほ
ど
で
戻
っ
て
き
た
。
ち
な
み
に
５
月
の
訪
問
診

療
は
１
５
２
件
、
訪
問
看
護
は
73
件
、
訪
問
歯
科
が

22
件
、
デ
イ
ケ
ア
が
１
０
４
件
と
な
っ
て
お
り
、
在

宅
医
療
の
割
合
が
高
い
。
他
に
急
患
救
急
に
備
え
て

医
師
と
事
務
員
が
夜
勤
し
、
夜
間
に
往
診
に
飛
び
出

す
こ
と
も
あ
る
。
広
大
な
面
積
を
持
つ
夕
張
市
に
は

夕
張
メ
ロ
ン
で
知
ら
れ
る
滝
ノ
沢
、
滝
の
上
地
区
等

南
部
地
区
が
人
口
も
多
い
。
道
路
網
は
整
備
さ
れ
て

い
る
が
冬
の
往
診
は
大
変
だ
な
と
実
感
し
た
。

都
庁
か
ら
は
若
手
職
員
が
体
験
研
修
に

　

夕
張
医
療
セ
ン
タ
ー
「
希
望
の
杜
」
の
近
く
に
あ

る
公
園
で
草
刈
り
を
す
る
若
者
た
ち
が
い
た
。
東
京

都
か
ら
５
日
間
の
日
程
で
や
っ
て
き
た
都
庁
若
手
職

員
の
６
名
だ
。
慣
れ
な
い
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
操
作
も

上
手
に
な
っ
て
、
昼
前
に
は
公
園
は
美
し
い
草
原
に

な
っ
た
。
明
日
か
ら
は
夕
張
メ
ロ
ン
の
収
穫
や
選
果

場
で
の
作
業
を
手
伝
う
。

　

東
京
都
で
は
、
昨
年
1
月
よ
り
財
政
破
綻
し
た
夕

張
市
を
支
援
し
よ
う
と
若
手
精
鋭
職
員
を
夕
張
市
役

所
へ
派
遣
し
て
い
る
。

　

二
年
間
の
任
期
で
派
遣
さ
れ
た
鈴
木
直
道
さ
ん
は
、

市
民
課
市
民
保
健
グ
ル
ー
プ
で
の
日
常
業
務
の
ほ
か
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
う
ば
り
観
光
協
会
で
も
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
・
運
営
か
ら
広
報
活
動
ま
で
幅
広
く
担
っ
て
い

る
。
市
内
団
体
だ
け
で
も
７
つ
の
団
体
に
所
属
し
て

宮崎から来た森田医師 訪問診療を終えた田谷医師（右）と清水医学生
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お
り
、
日
中
は
市
内
を
走
り
回
り
、
市
役
所
で
の
業

務
も
深
夜
ま
で
こ
な
す
忙
し
さ
だ
。

　

今
回
の
都
庁
若
手
職
員
の
短
期
研
修
を
企
画
し
た

の
も
鈴
木
さ
ん
だ
。
夕
張
メ
ロ
ン
の
収
穫
体
験
を
し

た
研
修
生
６
名
と
鈴
木
さ
ん
は
、
６
月
17
日
か
ら
一

週
間
都
庁
「
全
国
観
光
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
」
で
行
わ
れ

た
物
産
展
で
夕
張
メ
ロ
ン
等
を
販
売
し
た
。

「
夕
張
は
財
政
再
建
計
画
で
、
市
民
税
の
引
き
上
げ
、

ゴ
ミ
有
料
化
、
上
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
等
市
民
の

負
担
も
増
え
て
い
る
。
市
職
員
の
給
与
は
全
国
最
低
、

超
過
勤
務
を
し
な
が
ら
20
代
後
半
で
手
取
り
10
万
円

を
切
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
手
伝
え
る
こ
と
は
精

一
杯
支
援
し
て
い
き
ま

す
」
と
鈴
木
さ
ん
。
埼

玉
県
出
身
の
28
歳
、
独

身
。

　

都
以
外
に
も
北
海
道

庁
を
は
じ
め
、
道
市
長

会
、
愛
知
県
春
日
井
市
、

茨
城
県
日
立
市
な
ど
総

勢
20
名
が
支
援
の
た
め

に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

市
の
職
員
が
１
０
７
名
な
の
で
、
実
に
18
％
が
派
遣

職
員
で
あ
る
。

　

猪
瀬
直
樹
副
知
事
の
発
案
で
始
ま
っ
た
都
若
手
職

員
の
派
遣
で
は
、
夕
張
市
へ
の
支
援
と
研
修
が
目

的
だ
が
、
東
京
都
で
も
６
〜
７
年
前
は
税
収
が
４
兆

円
を
切
っ
て
赤
字
だ
っ
た
。
し
か
も
現
在
の
よ
う
な

大
不
況
時
代
で
は
何
時
ま
た
赤
字
に
な
る
か
予
断
を

許
さ
な
い
。
夕
張
市
は
全
国
自
治
体
の
縮
図
、
職
員

に
も
そ
の
自
覚
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
、

短
期
の
研
修
で
は
冬
に
は
雪
下
ろ
し
隊
が
来
市
し
て

い
る
と
い
う
。

　

市
役
所
近
く
の
商
店
街
で
手
作
り
菓
子
を
出
す
珈

琲
店
「
和

な
ご
み
」
の
女
将
・
中
本
和
津
江
さ
ん
は
、「
多
く

の
人
が
支
援
活
動
を
し
て
く
れ
て
嬉
し
い
限
り
で
す
。

で
も
頑
張
り
す
ぎ
て
バ
テ
な
い
か
と
我
が
子
の
よ
う

に
心
配
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
も
も
っ
と

自
立
し
積
極
的
に
地
域
お
こ
し
に
参
加
し
て
い
か
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
」
と
言
っ
て
い
た
。

　

石
炭
資
料
館
近
く
に
は
田
中
義
剛
氏
経
営
の
「
花

畑
牧
場
」
が
工
場
と
売
店
を
今
春
新
設
し
、
夕
張
新

名
所
と
し
て
賑
っ
て
い
る
。「
夕
張
で
は
昔
お
世
話

に
な
っ
た
か
ら
」
と
田
中
氏
が
設
置
し
た
工
場
で
、

名
物
の
生
キ
ャ
ラ
メ
ル
に
は
夕
張
メ
ロ
ン
も
主
力
で

使
わ
れ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
高
齢
者
や
主

婦
が
２
５
０
人
働
い
て
い
る
。
住
民
に
と
っ
て
ま
た

と
な
い
雇
用
の
場
と
な
り
、
観
光
客
が
夕
張
を
訪
れ

る
機
会
と
な
っ
た
。

　

整
備
の
進
む
小
町
キ
ネ
マ
街
は
以
前
よ
り
映
画
の

看
板
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
今
年
は
「
お
く
り
び

と
」
を
上
映
す
る
等
、
映
画
祭
が
盛
大
に
予
定
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、旧
北
炭
の
社
交
倶
楽
部
だ
っ
た「
夕

張
鹿
鳴
館
」
は
小
樽
市
の
経
済
人
が
買
い
取
り
、
改

修
再
生
し
て
宿
泊
施
設
に
す
る
そ
う
で
、
も
う
一
つ

夕
張
に
観
光
名
所
が
登
場
す
る
。
炭
鉱
都
市
夕
張
の

歴
史
を
振
り
返
る
機
会
に
な
れ
ば
と
願
う
。

　

札
幌
か
ら
1
時
間
半
と
い
う
地
の
利
の
よ
い
夕
張

市
は
、
い
ま
魅
力
あ
る
交
流
都
市
へ
と
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
。　
　
　

文
／
浅
井
登
美
子　

写
真
／
小
林
恵

●医療法人財団「夕張希望の杜」☎0123-52-4339
●夕張市役所☎0123-52-3170●夕張観光協会☎0123-53-2588

右／夕張市へ体験研修にきた都庁若手職員たち。公園の草刈
り作業を終えて　左上／翌日はメロン農家の手伝い。メロン
一つ一つに皿を敷いていく。「手間をかけて育てる、我々の
仕事にも通じることが多い」と言う研修生。左下／都庁全国
観光PRコーナーで夕張メロンを販売する鈴木さん

▲田中義剛社長が今春新設した「花畑牧場」。
250人が雇用され、観光スポットに

▶「和」の女房は「私たちも自立しないと」と
語る。下は夕張本町キネマ街道の看板

夕張市へ派遣され保健業務や観光協会の仕
事に多忙な鈴木直道さん
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地
域
医
療
を
プ
ロ
集
団（ 　
　

 

）が
担
う

磐
梯
町
保
健
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー「
瑠
璃
の
里
」（
福
島
県
磐ば
ん
だ
い
ま
ち

梯
町
）

地
域
医
療

振
興
協
会

　

公
設
民
営
に
踏
み
切
っ
た
理
由

　

緩
や
か
な
丘
陵
地
に
黄
緑
色
の
屋
根
を
し
た
１
〜

３
階
建
て
の
建
物
が
３
棟
建
ち
、
広
い
駐
車
場
に
は

沢
山
の
乗
用
車
が
停
ま
っ
て
い
る
。
午
前
９
時
を
過

ぎ
る
と
次
々
と
車
が
来
て
は
車
椅
子
の
方
を
含
め
患

者
や
利
用
者
が
施
設
に
入
っ
て
い
く
。
敷
地
の
総
面

積
は
約
２
万
㎡
も
あ
り
、
手
前
に
あ
る
の
が
介
護
老

人
保
健
施
設
「
り
ん
ど
う
」、
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
中
央
に
医
療
セ
ン
タ
ー

が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　
「
り
ん
ど
う
」の
入
口
か
ら
入
館
し
て
気
が
つ
い
た

の
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
な
の
に
、
床
も
壁
も

暖
色
系
の
落
ち
着
い
た
色
で
構
成
さ
れ
、
木
の
質
感

を
生
か
し
た
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
感
じ
の
内
装
だ
。
医

療
セ
ン
タ
ー
の
待
合
室
は
座
り
心
地
の
よ
い
ソ
フ
ァ

ー
が
円
形
に
設
置
さ
れ
、
寛
い
だ
雰
囲
気
で
順
番
を

待
つ
こ
と
が
出
来
そ
う
だ
。

　

ま
ず
事
務
部
長
の
橘

た
ち
ば
な

純
一
さ
ん
を
訪
ね
て
お
話

を
伺
っ
た
。

「
町
に
は
常
住
す
る
医
師
が
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

磐
梯
山
の
西
山
麓
に
広
が
る
美
し
い
田
園
の
町
。
そ
の
中
で
ひ
と
き
わ
目
に

つ
く
の
が
広
い
敷
地
の
中
に
縦
横
に
建
つ
レ
ン
ガ
色
の
建
物
、
磐
梯
町
保
健

医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー「
瑠
璃
の
里
」。
無
医
村
か
ら
民
間
医
院
の
開
院
、
そ
し

て
医
師
の
死
去
等
、医
療
へ
の
不
安
な
時
期
を
経
て
、町
は
平
成
12
年
に（
社
）

地
域
医
療
振
興
協
会
に
運
営
管
理
を
委
託
し
た
。
医
療
セ
ン
タ
ー
と
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
介
護
老
人
保
健
施
設
等
が
一
体
と
な
っ
た
複
合
施
設
で

あ
る
。

上／「りんどう」一階では毎日、理学療法士によるリハビリが行な
われる。足腰の弱くなった男性が機器を利用しながらリハビリに励
んでいる
下左／寛いだ雰囲気の医療センターの待合室　
下右／広大な敷地に医療センター、ディサービスセンター、介護老
人保健施設が一体に建つ「瑠璃の里」

地域医療と
高齢者福祉を支える

2
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自
治
医
大
卒
の
橋
本
医
師
が
昭
和
61
年
に
民
間
医
院

を
開
業
し
て
く
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
橋
本
医
師
は

平
成
８
年
に
死
去
さ
れ
て
し
ま
い
、
町
で
は
平
成
９

年
９
月
に
同
施
設
を
借
り
上
げ
磐
梯
町
診
療
所
と
し

て
開
設
、
自
治
医
大
出
身
の
内
科
医
師
を
町
職
員
と

し
て
迎
え
、
医
療
体
制
の
維
持
に
努
め
ま
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
地
域
医
療
が
始
ま
っ
た
の
で
す
が
、
疾

病
構
造
の
変
化
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
少
子
高

齢
化
、
介
護
保
険
制
度
の
導
入
等
に
よ
り
、
長
期
的

な
視
野
に
立
っ
た
新
た
な
地
域
医
療
体
制
の
整
備
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
。
平

成
12
年
４
月
に
デ
ィ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
所

し
そ
の
運
営
を
診
療
所
を

含
め
て
地
域
医
療
振
興
協

会
に
委
託
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

13
年
12
月
に
は
医
療
セ

ン
タ
ー
、
15
年
11
月
に
は

介
護
老
人
保
健
施
設
『
り

ん
ど
う
』
を
開
設
、
こ
れ

ら
の
運
営
管
理
も（
社
）地

域
医
療
振
興
協
会
に
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
が
厳
し
い
財
政
の
中

で
独
自
に
優
れ
た
医
師
や

看
護
師
を
雇
い
、
医
療
機

器
を
揃
え
て
、
医
療
と
高

齢
者
福
祉
施
設
等
を
運
営

し
て
い
く
こ
と
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
幸
い
に
、

橋
本
医
師
の
開
院
で
、
地

域
医
療
に
力
を
注
ぐ
自
治
医
科
大
の
先
生
方
と
巡
り

会
い
、
自
治
医
科
大
学
や
国
県
、
関
係
機
関
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
今
各
地
の
自
治
体
が

導
入
し
て
い
る
公
設
民
営
と
い
う
体
制
に
踏
み
切
る

こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
働
く
医
師
や
看
護
師
、
理
学
療
法
士
等
の

ス
タ
ッ
フ
約
１
２
０
名
は
す
べ
て
地
域
医
療
振
興
協

会
の
職
員
で
あ
り
、
瑠
璃
の
里
で
は
私
一
人
が
町
か

ら
の
派
遣
で
す
」
と
橘
事
務
部
長
は
語
る
。

　　
（
社
）地
域
医
療
振
興
協
会
と
は
│
│

　

地
域
医
療
振
興
協
会
（
本
部
／
東
京
・
平
河
町

都
道
府
県
会
館
内
）
は
、 

す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
昭
和
61
年
に
創
設
さ

れ
た
組
織
で
、
現
在
全
国
40
ヵ
所
の
病
院
、
診
療
所
、

老
人
保
健
施
設
等
を
運
営
し
て
い
る
ほ
か
、全
国
の

過
疎
地
域
や
僻
地
・
離
島
等
へ
の
代
診
支
援
は
年
間

２
０
０
０
日
に
な
る
。
同
協
会
の
医
師
と
研
修
医
は

約
６
０
０
名
、
看
護
師
・
准
看
護
師
は
１
７
６
５
人
。

　

同
協
会
会
長
の
高
久
史
磨
氏
は
自
治
医
科
大
学
長

で
あ
り
、
地
域
医
療
振
興
協
会
は
、
自
治
医
科
大
を

卒
業
し
た
先
生
方
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
瑠

璃
の
里
」
の
屋
島
治
光
医
師
、
斎
藤
充
医
師
も
共
に

自
治
医
科
大
の
卒
業
生
で
、
各
地
の
病
院
や
診
療
所

で
働
い
た
後
に
磐
梯
町
へ
赴
任
し
た
。

　

な
お
自
治
医
科
大
学
は
過
疎
地
や
僻
地
等
の
医
療

に
従
事
す
る
医
師
を
養
成
す
る
た
め
昭
和
47
年
に
創

設
さ
れ
た
大
学
で
、
卒
業
生
は
研
修
の
２
年
間
を
含

め
た
９
年
間
、
出
身
都
道
府
県
が
指
定
す
る
地
域
で

医
療
に
従
事
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
卒
業
後

も
出
身
都
道
府
県
に
と
ど
ま
り
地
域
医
療
に
従
事
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

当
初
は
夜
間
も
呼
び
出
し
が
多
く
四
苦
八
苦

　

医
療
セ
ン
タ
ー
長
の
屋
島
治
光
先
生（
45
）
は
デ

ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
開
設
し
た
平
成
12
年
に

赴
任
、
斎
藤
充
先
生（
44
）
は
13
年
に
赴
任
し
て
き

た
。「
磐
梯
町
に
は
橋
本
先
生
が
亡
く
な
っ
た
後
時
々

応
援
に
来
て
お
り
、
景
色
の
よ
い
住
み
や
す
い
町

だ
と
思
い
ま
し
た
。
平
成
12
年
に
赴
任
し
た
頃
は
私

磐梯山のすそ野に広がる磐梯町。役場や瑠璃の
里等の主な施設が中央にあり、周辺は美味しい
お米と高原野菜の大地、その先に猪苗代湖（左）
瑠璃の里開設の経緯を話す役場からの派遣職
員・橘事務部長

診療室で、センター長の屋島医師（左）と田部医師副センター長兼施設長の斎藤医師
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一
人
で
、
夜
間
も
呼
び

出
し
が
あ
り
大
変
で
し

た
。
斎
藤
先
生
と
田
部

先
生
の
３
人
体
制
に
な

っ
た
の
で
す
が
、
田
部

先
生
は
麻
酔
科
が
専
門

で
、
他
病
院
か
ら
の
要

請
が
あ
っ
た
た
め
週
２

回
の
勤
務
と
な
り
、
現

在
常
勤
医
は
研
修
医
の

及
川
先
生
を
含
め
３
人

体
制
で
診
療
等
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
私
の
出
身
地

の
い
わ
き
市
で
さ
え
医
師
不
足
は
深
刻
で
地
域
格
差

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
私
が
来
て
10
年
近
く
に

な
り
ま
す
が
、
医
師
、
看
護
師
、
理
学
療
法
士
等
を

含
め
て
後
継
者
を
育
て
て
い
か
な
く
て
は
と
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
ま
す
ね
」
と
屋
島
先
生
は
言
う
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
が
出
来
て
か
ら
は
施
設
維
持

と
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
大
変
で
、
し
ば
ら
く
は
赤
字

だ
っ
た
が
、
い
ま
は
こ
れ
ら
の
課
題
も
解
消
。
会
津

若
松
市
に
も
近
い
の
で
他
の
医
療
機
関
等
へ
行
く
人

も
い
る
が
、
反
対
に
他
の
町
か
ら
こ
こ
へ
来
る
患
者

が
多
く
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
介
護
老
人
保
健
施
設

入
所
者
の
７
〜
８
割
は
他
町
村
か
ら
来
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

斎
藤
充
先
生
は
最
近
、
子
供
の
父
兄
た
ち
と
も
親

し
く
し
よ
う
と
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
て
ア
キ

レ
ス
腱
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
と
苦
笑
す
る
。
屋
島
先

生
同
様
に
福
島
県
各
地
の
病
院
や
大
学
病
院
を
経
て

磐
梯
町
に
赴
任
、週
一
回
は
脳
神
経
外
科
の
専
門
医
と

し
て
会
津
若
松
市
の
会
津
中
央
病
院
へ
行
っ
て
い
る
。

「
こ
こ
へ
き
て
か
ら
は
、
先
生
に
ず
っ
と
見
て
ほ
し

い
か
ら
ど
こ
へ
も
行
か
な
い
で
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

一
人
の
患
者
を
そ
の
生
活
も
含
め
て
診
ら
れ
る
の
は

医
師
に
と
っ
て
も
嬉
し
い
限
り
で
す
」
と
言
う
。

　

機
能
的
な
中
に
家
庭
的
雰
囲
気
を

　

橘
事
務
部
長
の
案
内
で
各
施
設
を
見
学
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。
多
目
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
ベ
ッ
ド
や

テ
ー
ブ
ル
等
を
配
し
た
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

は
、
間
も
な
く
入
浴
や
昼
食
、
リ
ハ
ビ
リ
等
を
す
る

利
用
者
が
や
っ
て
く
る
。落
ち
着
い
た
部
屋
、
こ
こ

で
昼
寝
が
出
来
た
ら
最
高
だ
と
思
っ
た
。

　

３
階
建
て
、
延
床
面
積
が
４
１
９
４
㎡
、
べ
ッ
ド

数
１
０
０
床
の
介
護
老
人
保
健
施
設「
り
ん
ど
う
」は
、

３
階
は
認
知
症
専
門
棟
。
広
い
ス
ペ
ー
ス
に
テ
ー
ブ

ル
や
ソ
フ
ァ
が
あ
り
、
職
員
が
一
人
一
人
に
丁
寧
に

対
応
し
て
い
る
。
２
階
は
一
般
棟
と
し
て
50
人
ほ
ど

の
利
用
者
が
入
所
し
て
い
た
。
部
屋
は
障
子
戸
風
の

間
仕
切
り
が
あ
り
ミ
ニ
家
具
も
揃
っ
て
い
る
お
洒
落

な
和
風
仕
立
て
。
個
室
は
料
金
が
や
や
高
い
の
で
空

き
部
屋
も
あ
る
そ
う
だ
が
、
東
京
で
入
所
を
二
、三

年
待
っ
て
い
る
人
が
見
た
ら
、
す
ぐ
来
た
が
る
だ
ろ

う
。
女
性
の
入
所
者
が
多
く
、
折
り
紙
や
絵
画
、
小

物
縫
い
等
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

印
象
的
だ
っ
た
の
は
１
階
で
午
後
か
ら
始
ま
っ
た

リ
ハ
ビ
リ
。
理
学
療
法
士
の
他
に
多
数
の
ス
タ
ッ
フ

が
、
足
腰
の
弱
く
な
っ
た
利
用
者
に
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ

リ
機
器
を
使
っ
た
身
体
の
機
能
回
復
訓
練
を
し
て
い

る
。
毎
日
18
名
が
通
所
し
て
来
る
他
、
入
所
者
も
順

番
待
ち
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

　

な
お
、
磐
梯
町
に
は
会

津
仏
教
文
化
発
祥
の
地
と

し
て
注
目
さ
れ
る
平
安
時

代
初
期
に
高
僧
徳
一
が
創

建
し
た
慧
日
寺
史
跡
が
あ

り
、
町
で
は
金
堂
の
復
元

を
は
じ
め
史
跡
整
備
を
進

め
て
い
る
。

　
　
　
　
　

文
／
横
田
塔
美

　
　
　
　
　

写
真
／
小
林
恵

▲
入
所
し
て
い
る
利
用
者
さ
ん
の
和
紙
を

使
っ
た
工
作
教
室

◀
障
子
や
ミ
ニ
家
具
を
配
し
た
広
々
と
し

た
個
室

▶認知症で入所している利用者と
熱心に語る介護職員

▼
瑠
璃
の
里
の
入
口
付
近
の
分
譲
地

で
は
医
師
の
住
宅
も
建
つ

◀
会
津
仏
教
発
祥
の
地
「
国
指
定
史

跡
慧
日
寺
跡
」
に
復
元
さ
れ
た
金
堂

●磐梯町保健医療福祉センター☎0242-74-1230（事務部）
http://www.bandai.gr.jp/
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会
社
員
と
家
族
、
小
学
生
が
参
加
し
て

毎
年
植
林

　

か
細
い
竹
の
支
柱
に
寄
り
添
う
よ
う
に
、
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
と
ケ
ヤ
キ
、
そ
れ
に
ヒ
ノ
キ
の
幼
木
が
、
雑
草

に
紛
れ
て
谷
か
ら
吹
き
上
げ
る
風
に
そ
よ
い
で
い
た
。

防
鹿
ネ
ッ
ト
に
囲
ま
れ
た
こ
の
急
斜
面
は
、
平
成
16

年
に
襲
っ
た
台
風
十
八
号
の
被
害
を
受
け
た
福
岡
県

朝
倉
郡
東
峰
村
に
あ
る
白
石
国
有
林
だ
。

　

幼
木
が
風
に
そ
よ
ぐ
姿
は
、
こ
れ
ま
で
に
三
回
行

わ
れ
た
「
法
人
の
森
林
（
も
り
）」
制
度
に
よ
る
植

林
の
成
果
で
あ
る
。

　

一
回
目
は
平
成
18
年
11
月
。
キ
リ
ン
ビ
ー
ル（
株
）

の
福
岡
工
場
と
西
日
本
統
括
本
部
、
そ
れ
に
グ
ル

ー
プ
会
社
の
社
員
と
そ
の
家
族
。
地
元
か
ら
は
「
あ

ま
ぎ
緑
の
応
援
団
」
と
小
学
５
年
生
な
ど
約
２
５
０

名
が
参
加
し
た
。
二
回
目
は
19
年
４
月
に
行
わ
れ
約

３
６
０
名
が
参
加
。
三
回
目
は
20
年
４
月
に
行
わ
れ

約
３
０
０
名
が
参
加
し
て
い
る
。

　

植
林
面
積
は
合
わ
せ
て
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
お
よ

そ
６
０
０
０
本
の
苗
木
を
植
え
た
。
周
囲
の
山
の
植

生
を
考
慮
し
て
、
針
葉
樹
と
広
葉
樹
を
交
互
に
植
え

る
の
が
植
林
の
ポ
イ
ン
ト
な
の
だ
。
ヒ
ノ
キ
は
、
契

約
が
終
了
す
る
30
年
後
の
換
金
木
と
し
て
の
役
割
も

果
た
す
。

「
法
人
の
森
林
」
制
度
と
は
、
林
野
庁
と
企
業
が
、

共
に
森
林
を
造
成
、
育
成
し
、
伐
採
後
に
は
収
益
を

一
定
の
割
合
で
分
け
合
う
制
度
で
あ
る
。

　

福
岡
県
朝
倉
市
に
工
場
を
持
つ
キ
リ
ン
ビ
ー
ル

（
株
）が
、
平
成
11
年
か
ら
実
施
し
て
い
る「
キ
リ
ン

ビ
ー
ル
水
源
の
森
づ
く
り
」活
動
の
一
環
と
し
て「
法

人
の
森
林
」制
度
を
利
用
し
、台
風
十
八
号
の
被
害
を

受
け
た
白
石
国
有
林
の
植
林
を
実
施
し
た
の
だ
っ
た
。

水源の森を企業と地域で守る
［キリン福岡水源の森づくり］（福岡県朝

あさくら

倉市
し

・東
とうほうむら

峰村）

雑草に紛れて、苗木が風にそよぐキリン福岡水源の森（白石国有林）と、キリン福岡水源の森に立つ標柱

魅力ある地域へ
支援隊と住民の取組み

キリン福岡水源の森
入口に立つ看板
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林
野
庁
九
州
森
林
管
理
局
と
（
社
）国
土
緑
化
推

進
機
構
で
、
白
石
国
有
林
の
植
林
と
育
成
を
目
的
と

し
た
「
法
人
の
森
林
」
制
度
の
契
約
を
結
び
、
そ
れ

を
実
施
す
る
企
業
と
し
て
キ
リ
ン
ビ
ー
ル（
株
）
が

三
者
協
働
に
よ
る「
キ
リ
ン
福
岡
水
源
の
森
づ
く
り
」

協
定
を
、
平
成
18
年
11
月
に
締
結
し
、
１
８
０
０
万

円
の
資
金
援
助
を
行
っ
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
福
岡
工
場
の
水
源

地
で
あ
る
小
石
原
川
の
上
流
に
位
置
す
る
白
石
国
有

林
を
育
成
す
る
た
め
の
も
の
で
、
約
12
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
面
積
を
30
年
間
に
わ
た
っ
て
支
援
す
る
こ
と
を
約

束
し
て
い
る
。
白
石
国
有
林
か
ら
小
石
原
川
に
流
れ

込
ん
だ
水
は
、
江
川
ダ
ム
に
貯
水
さ
れ
、
福
岡
市
民

の
水
瓶
に
も
な
っ
て
い
る
。

山
仕
事
の
苦
労
が
わ
か
っ
た

　

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
福
岡
工
場
で
、
契
約
時
か
ら
水

源
の
森
づ
く
り
を
担
当
し
て
い
る
妹
川
政
彦
さ
ん

（
54
）は
、地
元
で
生
ま
れ
育
ち
、
昭
和
49
年
に
キ
リ

ン
ビ
ー
ル
に
入
社
。
そ
れ
以
来
製
造
現
場
で
働
い
て

き
た
。

「
環
境
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
ビ
ー
ル
の
ア
ル
ミ
缶
に

使
っ
て
い
る
ア
ル
ミ
の
厚
さ
は
、
入
社
当
時
か
ら
す

る
と
、
ず
い
ぶ
ん
薄
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

缶
の
蓋
を
締
め
る
機
械
は
、
そ
う
そ
う
新
し
く
入
れ

替
え
た
り
し
な
い
。
そ
の
た
め
に
ア
ル
ミ
の
蓋
を
締

め
る
際
の
精
度
は
、
百
分
の
一
ミ
リ
の
単
位
で
調
整

が
必
要
な
ん
で
す
。
そ
ん
な
技
術
的
な
こ
と
ば
か
り

を
見
て
き
た
現
場
で
33
年
間
。
そ
の
後
、
水
源
の
森

づ
く
り
を
担
当
し
て
い
ま
す
」

　

も
ち
ろ
ん
、
妹
川
さ
ん
も
植
林
作
業
に
参
加
し
た
。

若
い
時
か
ら
仕
事
の
他
に
は
剣
道
一
筋
で
、
地
元
の

小
学
生
に
も
教
え
て
き
た
。「
剣
道
の
他
に
も
地
元

と
の
繋
が
り
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
、
社
会
を
見

る
視
野
が
広
が
っ
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
。

「
台
風
で
荒
れ
て
い
る
斜
面
を
回
復
し
よ
う
と
、
一

生
懸
命
植
林
を
や
っ
て
も
、
振
り
返
る
と
、
や
っ
て

い
る
の
は
、
ほ
ん
の
ち
ょ
こ
っ
と
な
ん
で
す
。
で
も
、

や
っ
て
い
か
な
い
と
完
成
し
な
い
。
山
で
作
業
し
て

い
る
人
た
ち
は
、
こ
ん
な
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
の
か

と
驚
き
ま
し
た
」

　

妹
川
さ
ん
は
、
水
源
の
森
づ
く
り
を
担
当
す
る
よ

う
に
な
っ
て
、
改
め
て
水
の
大
切
さ
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
っ
た
し
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
が
地
域
で
ど
う
あ

る
べ
き
か
も
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
。

「
自
由
に
や
っ
て
い
る
だ
け
な
ん
で
す
け
ど
ね
、
無

理
せ
ず
に
」

▲開会式で工場長の話に耳を傾ける参加者のみなさん

▲目印となる竹の支柱の側に植樹している様子

▲手前は植樹が終わった山の斜面。まだ植えていない場所
へ移動（キリンビール福岡工場より提供）

◀上／キリンビアパーク福岡の受付玄関
　下／麦汁ろ過槽（手前）と麦汁受けタンク（奧側）が
並ぶ、見学コースで見ることのできる工場内

▲妹川政彦さん。工場内事務棟前、現在はシンボル
となっている旧型の糖化槽が後ろに見える
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良
質
の
ビ
ー
ル
に
は

良
質
の
水
が
大
量
に
必
要

　

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
福
岡
工
場
の
正
門
を
入
る
と
、
麦

汁
の
香
ば
し
い
匂
い
が
漂
っ
て
き
た
。
す
ぐ
右
手
に
、

工
場
内
を
案
内
し
て
く
れ
る
「
キ
リ
ン
ビ
ア
パ
ー
ク

福
岡
」
が
あ
る
。
平
日
の
午
前
中
と
い
う
の
に
、
ふ

た
組
の
見
学
申
込
み
が
あ
る
と
い
う
の
で
同
行
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。
ビ
ー
ル
の
原
料
を
説
明
す
る
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
良
質
の
ビ
ー
ル
を
作
る
た
め
に
は
ホ
ッ
プ

や
麦
の
原
料
が
大
切
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
良
質

の
水
が
大
量
に
必
要
な
の
だ
と
強
調
。

「
朝
倉
の
山
々
を
源
と
す
る
清
ら
か
な
水
を
、
高
度

な
水
の
処
理
技
術
に
よ
っ
て
磨
き
、
１
０
０
以
上
の

審
査
基
準
に
ク
リ
ア
し
た
後
、
ビ
ー
ル
づ
く
り
に
使

用
し
て
お
り
ま
す
。
３
５
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
缶
の
ビ

ー
ル
を
作
る
の
に
、
缶
の
洗
浄
も
含
め
る
と
、
約
３

リ
ッ
ト
ル
も
の
水
が
必
要
と
な
り
ま
す
」

　

ガ
イ
ド
を
務
め
る
藤
吉
さ
ん
が
、
よ
ど
み
の
な
い

案
内
を
す
る
と
、
佐
賀
県
杵
島
郡
か
ら
来
た
見
学
者

た
ち
は
「
お
お
っ
」
と
、
驚
き
の
声
を
上
げ
た
。

　

実
際
に
植
林
を
す
る
際
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
福
岡
工

場
で
は
、
作
業
を
す
る
人
を
募
り
、
当
日
の
費
用
と

し
て
バ
ス
代
や
弁
当
代
を
出
す
が
、
基
本
的
に
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

準
備
は
、
地
元
の

朝
倉
森
林
組
合
が
福

岡
森
林
管
理
所
と
相

談
し
て
行
う
。
参
加

者
の
数
に
合
わ
せ
て

苗
木
を
用
意
す
る
の

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

防
鹿
ネ
ッ
ト
な
ど
の

資
材
や
下
刈
り
鎌
な
ど
の
準
備
も
あ
る
。

山
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た

　

朝
倉
森
林
組
合
の
窓
口
と
し
て
「
キ
リ
ン
福
岡
水

源
の
森
づ
く
り
」
に
協
力
し
て
い
る
事
業
課
長
の
手

嶋
富
與
さ
ん
（
51
）
は
、
企
業
が
植
林
に
参
加
す
る

こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
市
民
の
山
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
る
こ
と
を
上
げ
る
。

「
実
際
に
作
業
す
る
こ
と
で
、
山
仕
事
の
き
つ
さ
、

爽
快
さ
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
苗
木
の
成
長
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
。
水
源
の
森
を
育
て
る
楽
し
み
を
味

わ
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
山
へ
の
関
心
も
深
ま
っ
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
」

「
キ
リ
ン
福
岡
水
源
の
森
づ
く
り
」
が
対
象
に
し
て

い
る
白
石
国
有
林
の
植
林
地
は
、
あ
と
10
年
間
の
下

刈
り
が
必
要
だ
。
今
年
は
７
月
25
日
に
、
二
回
目
の

下
刈
り
作
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
福
岡
工
場
で
は
、「
キ
リ
ン
福
岡
水

源
の
森
づ
く
り
」
の
他
に
、
工
場
内
ビ
オ
ト
ー
プ
と

し
て
「
ホ
タ
ル
池
」
の
見
学
会
を
行
い
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ

工
場
を
運
営
す
る
た
め
に
工
場
内
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
も
環
境
に
考
慮

し
た
工
場
経
営
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
企
業
姿
勢
が
、

仕
事
以
外
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
責
任
）
活
動
へ

の
社
員
参
加
を
支
え
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

　

福
岡
工
場
は
、
社
員
全
員
で
約
２
５
０
人
。
工
場

の
製
造
部
門
は
三
交
代
で
働
い
て
い
る
の
で
、
実
際

に
植
林
や
下
刈
り
に
参
加
で
き
る
の
は
限
ら
れ
た
社

員
だ
け
だ
。
そ
の
中
で
、
昨
年
の
下
刈
り
に
は
80
人

ほ
ど
の
社
員
が
参
加
し
て
い
る
。

　

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
福
岡
工
場
で
、
広
報
を
担
当
す
る

川
畑
耕
一
さ
ん
（
41
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
植
林
作
業

に
社
員
仲
間
と
一
緒
に
参
加
し
て
、
山
仕
事
の
爽
快

感
を
実
感
し
た
よ
う
だ
。

「
急
斜
面
で
、
体
は
き
つ
い
け
ど
。
植
林
が
終
わ
っ

て
苗
木
が
き
れ
い
に
並
ん
だ
の
を
見
る
と
、
気
持
ち

が
い
い
で
す
ね
」

　

平
成
18
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
キ
リ
ン
福
岡
水
源
の

森
づ
く
り
」
は
、
よ
う
や
く
予
定
の
植
林
が
終
わ
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
下
刈
り
と
育
成

を
含
め
、
平
成
47
年
ま
で
の
支
援
を
約
束
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
多
く
の
社
員
が
、
市
民
と
交
わ
り
森
と
関

わ
る
こ
と
で
、
社
会
や
環
境
へ
の
関
心
が
一
層
深
ま

る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

キ
リ
ン
ビ
ー
ル（
株
）に
と
っ
て
は
、
ビ
ー
ル
の
原

料
と
な
る
水
の
恵
み
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
。
森
林

組
合
に
と
っ
て
は
、
市
民
が
森
林
へ
の
関
心
を
高
め

る
メ
リ
ッ
ト
。
そ
れ
に
、
実
質
的
な
森
林
の
造
成
と

育
成
が
進
む
と
い
う
林
野
庁
の
思
惑
が
一
つ
に
な
っ

て
、「
キ
リ
ン
福
岡
水
源
の
森
づ
く
り
」
は
、
地
域
貢

献
の
役
割
を
着
実
に
果
た
し
て
い
る
よ
う
だ
。

写
真
・
文
／
芥
川
仁

●キリンビール福岡工場
☎（代表）0946-23-2111
●キリンビアパーク福岡
☎（予約受付）0956-23-2132

朝倉森林組合の事業課長手嶋富與さん
組合事務所前で

上／キリンビアパーク福岡の見学コースで。良質の
ビールを作るためには原料のホップや麦が大切なば
かりでなく、良質の水が大量に必要と説明を受ける
佐賀県からの見学者たち
下／工場内ビオトープ「ホタル池」
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市
街
地
の
古
い
商
家
が
事
務
局

　

紀
南
ツ
ア
ー
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
が
あ

る
熊
野
市
木
本
町
は
Ｊ
Ｒ
熊
野
市
駅
周
辺
に
あ
る
市

街
地
で
、
海
岸
を
走
る
国
道
を
曲
が
り
大
通
り
を
一

歩
入
る
と
、
狭
い
道
路
が
い
く
つ
も
あ
り
両
側
に
古

い
家
々
が
軒
を
並
べ
て
い
る
。
小
さ
な
理
髪
店
、
雑

貨
屋
、
酒
屋
も
あ
る
懐
か
し
い
街
並
み
で
あ
る
。
そ

の
一
角
に
あ
る
純
和
風
建
築
の
二
階
建
て
の
家
が
紀

南
ツ
ア
ー
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
だ
っ
た
。

明
治
20
年
頃
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
商
家
で
、
当
時

か
ら
殆
ど
改
装
せ
ず
手
入
れ
し
な
が
ら
使
っ
て
き
た

が
、
持
主
の
林
業
家
奥
川
吉
三
郎
さ
ん
が
、
セ
ン
タ

ー
設
立
に
賛
同
し
て
地
域
の
方
々
の
た
め
に
役
立
て

て
欲
し
い
と
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

季
節
の
花
を
生
け
て
水
打
し
た
玄
関
、
暖
簾
を
く

ぐ
り
格
子
戸
を
開
け
る
と
広
い
土
間
が
あ
り
、
地
域

の
作
家
た
ち
が
創
っ
た
陶
芸
品
や
ガ
ラ
ス
製
品
が
展

示
さ
れ
、
奥
に
は
貴
重
な
四
連
の
竈か

ま
ど

が
あ
る
。

　

早
速
ス
タ
ッ
フ
の
小
山
阿
希
子
さ

ん
と
宮
本
淑
子
さ
ん
、
鈴
木
嘉
将
さ

恵
み
豊
か
な
山
と
川
、
海
が
あ
り
、
信
仰
の
道
・
熊
野
古
道
が
あ

る
三
重
・
紀
南
。
こ
こ
に
は
自
然
の
摂
理
を
知
り
自
然
と
共
に
暮

ら
し
て
き
た
人
々
が
い
る
。
人
と
自
然
が
育
ん
で
き
た
独
自
の
文

化
を
「
旅
人
」
に
体
験
し
て
も
ら
い
、
地
域
振
興
に
も
結
び
つ
け

た
い
と
5
年
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
「
紀
南
ツ
ア
ー
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
」。
熊
野
の
達
人
た
ち
が
ガ
イ
ド
す
る
森
歩
き
、
熊
野
古

道
歩
き
、
熊
野
川
で
の
舟
遊
び
、
前
鬼
川
沢
登
り
、
伝
統
の
技
術

体
験
等
が
実
施
さ
れ
、
旅
人
に
感
動
を
与
え
て
き
た
。
本
誌
で
は

熊
野
川
の
風
を
感
じ
な
が
ら
岸
辺
の
草
花
を
観
察
す
る
「
熊
野
川

の
舟
旅
」
を
体
験
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

達
人
た
ち
が
ガ
イ
ド
す
る
熊
野
の
豊
穣
な
世
界
へ

紀
南
ツ
ア
ー
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー（　

）
三
重
県

熊く
ま
の野
市し

竈前で、左からスタッフの鈴木さん、宮本さん、小山さん

◀上から／古い商家を活用した紀南
ツアーデザインセンター建物／瀟
洒な玄関口／手入れされた庭と廊
下／一階奥に設けられた資料室

魅力ある地域へ
支援隊と住民の取組み
魅力ある地域へ
支援隊と住民の取組み
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ん
が
出
迎
え
て
く
れ
て
、
奥
の
和
室
に
通
さ
れ
た
。

外
側
に
は
寸
分
の
狂
い
も
な
い
格
子
戸
が
は
め
ら
れ
、

襖
で
田
の
字
に
区
切
ら
れ
た
座
敷
、
彫
り
の
見
事
な

欄
間
、
格
調
あ
る
床
の
間
等
々
が
あ
り
、
職
人
の
技

と
使
っ
て
き
た
人
の
心
遣
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
廊

下
の
外
に
は
、
盆
栽
仕
立
て
の
植
木
や
庭
石
が
あ
り
、

外
塀
は
や
さ
し
く
目
立
ち
に
く
い
土
塀
で
囲
っ
て
い

る
。
旧
邸
を
引
き
継
い
だ
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
に

と
っ
て
、
こ
の
歴
史
あ
る
家
を
磨
き
手
入
れ
し
て
い

く
こ
と
は
結
構
大
変
だ
ろ
う
が
、
紀
南
ツ
ア
ー
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
や
活
動
を
象
徴
す
る
場
と
し

て
申
し
分
な
い
。
熊
野
に
き
た
旅
人
は
、
こ
の
家
と

ス
タ
ッ
フ
の
笑
顔
に
ま
ず
感
動
し
、
体
験
ツ
ア
ー
に

胸
を
と
き
め
か
す
こ
と
だ
ろ
う
。

　

座
敷
で
待
っ
て
い
て
く
れ
た
の
は
林
業
家
・
鈴
木

祥し
ょ
う
し嗣
さ
ん（
64
）。
熊
野
の
森
を
知
り
尽
く
し
て
お
り
、

神
々
の
棲
む
巨
樹
の
森
や
原
生
林
等
へ
ツ
ア
ー
客
を

ガ
イ
ド
し
て
き
た
が
、午
後
到
着
し
た
我
々
に
は「
今

日
は
と
て
も
行
け
な
い
ね
え
」
と
言
い
、
熊
野
川
を

船
で
い
く
ツ
ア
ー
に
同
伴
し
な
が
ら
話
を
聞
か
せ
て

く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

小
山
阿
希
子
さ
ん
が
、
こ
の
日
の
朝
、
竈
で
沸
か

し
た
お
湯
で
入
れ
た
地
元
の
ほ
う
じ
茶
を
持
っ
て
き

て
く
れ
た
。
香
ば
し
く
素
朴
な
味
わ
い
の
お
茶
と
蕎

麦
で
包
ん
だ
和
菓
子
に
は
普
段
着
の
味
が
あ
る
。

「
私
の
毎
日
は
、
朝
の
土
間
掃
除
と
竃
に
薪
を
く
べ

て
湯
を
沸
か
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
番
茶
を
炒

り
、
戸
を
開
け
て
庭
の
草
木
の
手
入
れ
な
ど
を
し
ま

す
。
こ
こ
は
地
域
の
人
に
と
っ
て
も
懐
か
し
く
心
地

よ
い
場
所
の
よ
う
で
、
毎
日
ご
近
所
さ
ん
が
立
ち
寄

っ
て
寛
い
で
い
き
ま
す
」
と
小
山
さ
ん
。
接
客
と
セ

ン
タ
ー
内
の
企
画
を
担
当
し
て
い
る
。

　

同
所
を
立
ち
上
げ
た
セ
ン
タ
ー
長
の
橋
川
さ
ん
が

任
期
を
終
え
た
あ
と
は
、
他
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に

ツ
ア
ー
企
画
と
現
場
と
の
調
整
役
を
し
て
い
る
の
が

宮
本
淑
子
さ
ん
。「
地
元
に
生
ま
れ
育
ち
な
が
ら
熊

野
の
魅
力
を
十
分
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ツ
ア

ー
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
り
、
ど
ん
ど
ん

熊
野
が
好
き
に
な
り
、
い
ま
は
夢
中
で
す
」

　

昨
年
は
30
ツ
ア
ー
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
。
参

加
者
は
中
高
年
者
が
増
え
て
い
る
た
め
、
急
流
を
登

っ
た
り
笹
の
中
を
分
け
入
っ
て
行
く
巨
樹
め
ぐ
り
等

に
は
体
力
的
に
適
さ
な
い
人
も
い
る
が
、
味
噌
作
り

や
番
茶
作
り
等
の
体
験
講
座
は
様
々
な
年
齢
の
方
に

も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
と
宮
本
さ
ん
は
言
う
。

　

そ
の
宮
本
さ
ん
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
山
登
り
を

趣
味
と
し
て
楽
し
ん
で
い
る
、
山
を
知
り
尽
く
し
た

女
性
。

　

も
う
一
人
、
今
春
御
浜
町
役
場
か
ら
東
紀
州
観
光

ま
ち
づ
く
り
公
社
に
駐
在
し
て
、
紀
南
ツ
ア
ー
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
へ
通
っ
て
く
る
鈴
木
嘉
将
さ
ん
が
い

て
「
こ
こ
で
し
っ
か
り
働
い
て
勉
強
し
ま
す
」
と
挨

拶
し
た
。

　
「
人
」に
こ
だ
わ
り
続
け
た
橋
川
さ
ん

　

熊
野
古
道
と
そ
の
景
観
、
文
化
は
「
紀
伊
山
地
の

霊
場
と
参
詣
道
」
と
し
て
世
界
文
化
遺
産
に
指
定
さ

れ
た
。
こ
れ
を
観
光
と
地
域
振
興
に
積
極
的
に
生
か

そ
う
と
、
三
重
県
で
は
平
成
14
年
に
県
と
市
町
村
で

「
紀
南
地
域
振
興
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
５
年
間

の
契
約
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
公
募
し
た
。

　

応
じ
た
の
は
伊
勢
銘
菓
「
赤
福
」
が
開
発
し
た
「
お

か
げ
横
丁
」
の
企
画
運
営
に
当
っ
て
い
た
と
い
う
経

歴
を
持
つ
橋
川
史
宏
さ
ん

だ
っ
た
。
お
か
げ
横
丁
は

ほ
ぼ
軌
道
に
乗
っ
て
い
た

た
め
、
紀
南
地
区
で
「
日

本
人
の
も
て
な
し
の
心
を

伝
え
る
」
企
画
を
し
た
か

っ
た
と
言
う
。
平
成
16
年

地域の工芸家の作品を展示販売するコーナー 床の間のある座敷。ツアー客の休憩や接客にも使われる

紀南ツアーデザインセンターを立ち上げた橋川史宏
さん。一橋大卒、松下政経塾修学後、赤福［おかげ横
丁］設立・運営、平成14年紀南振興プロデューサー、
平成16年紀南ツアーデザインセンター長に就任
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６
月
、
橋
川
さ
ん
は
紀
南
ツ
ア
ー
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ

ー
を
設
立
し
た
。
ハ
ー
ド
面
の
整
備
を
考
え
て
い
た

県
や
自
治
体
に
対
し
、
橋
川
さ
ん
が
こ
だ
わ
っ
た
の

は
、
熊
野
に
あ
る
自
然
と
人
と
文
化
の
魅
力
。
名
前

の
通
り
ツ
ア
ー
（
旅
）の
あ
り
方
を
も
う
一
度
デ
ザ

イ
ン（
設
計
）し
直
し
て
地
域
振
興
に
結
び
つ
け
る
。

紀
南
地
方
の
「
豊
か
さ
」（
地
域
文
化
の
深
さ
）
を
旅

す
る
人
に
提
供
す
る
。
そ
れ
に
は
、
自
然
と
寄
り
添

っ
て
生
き
て
き
た
人
々
が
そ
の
様
を
訪
れ
た
人
に
地

域
文
化
と
し
て
伝
え
る
、
そ
れ
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

だ
と
橋
川
さ
ん
は
言
い
、
紀
南
地
域
振
興
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
に
就
任
し
た
そ
の
日
か
ら
毎
日
誰
か
に
会
い

に
行
っ
た
と
い
う
。

　

熊
野
の
「
人
」
に
こ
だ
わ
っ
て
会
っ
て
は
い
ろ
い

ろ
話
を
す
る
、
そ
の
中
か
ら
ツ
ア
ー
企
画
が
生
ま
れ
、

ガ
イ
ド
す
る
人
た
ち
も
育
っ
て
い
っ
た
。
同
時
に
橋

川
さ
ん
は
広
報
活
動
に
も
力
を
入
れ
、「
と
っ
て
お
き

の
熊
野
」
の
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン
を
Ｐ
Ｒ
し
、『
三
重
・
紀

南
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
通
信
』
を
発
行
。
ま
た
ガ
イ
ド

の
達
人
た
ち
に
よ
る
「
三
重
・
紀
南
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
会
」
で
は
、
森
・
山
・
川
・
海
・
里
・
古
道

の
６
部
会
を
つ
く
っ
て
研
修
し
、
現
在
ガ
イ
ド
役
と

し
て
17
名
が
登
録
し
て
い
る
。

「
橋
川
さ
ん
と
話
し
て
い
る
と
目
か
ら
ウ
ロ
コ
だ
っ

た
ね
。
こ
う
い
う
見
方
も
あ
る
ん
だ
、
俺
は
こ
れ
で

い
い
ん
だ
と
か
、
い
っ
ぱ
い
学
ん
だ
。
不
思
議
な
人

だ
ね
」
と
鈴
木
祥
嗣
さ
ん
は
言
う
。

　

橋
川
さ
ん
は
一
昨
年
紀
南
ツ
ア
ー
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
仕
事
を
終
え
、
ま
た
伊

勢
に
戻
り
（
有
）伊
勢
福
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任

し
た
が
、
時
々
熊
野
へ
出
か
け
て
き
て
、
皆
の
相
談

役
に
な
っ
て
い
る
。

　

荘
司
さ
ん
の
ガ
イ
ド
で
熊
野
川
の
舟
下
り

　

熊
野
川
の
と
う
と
う
と
し
た
流
れ
を
見
る
と
、
信

仰
と
木
の
国
に
来
た
こ
と
を
実
感
す
る
。
紀
南
ツ
ア

ー
デ
ザ
イ
ン
の
中
で
人
気
の
高
い
の
が
熊
野
川
を
川

舟
で
上
下
す
る
旅
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
10
数
人
が

乗
れ
る
木
造
船
の
ツ
ア
ー
と
、
カ
ヌ
ー
紀
行
、
帆
を

張
っ
て
風
任
せ
に
川
を
滑
る
三
反
帆
の
川
舟
ツ
ア
ー

が
あ
り
、
ガ
イ
ド
は
荘
司
健
さ
ん
。
そ
の
日
は
健
さ

ん
が
自
宅
庭
で
用
具
を
揃
え
て
待
っ
て
い
て
く
れ
た
。

い
た
だ
い
た
名
刺
に
は
「
林
業　

エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
」
と
印
刷
し
て
あ
る
。
本
業
は
林
業
家
だ
そ
う
で
、

自
宅
の
裏
手
に
は
手
入
れ
の
い
い
杉
ヒ
ノ
キ
林
が
あ

り
、
熊
野
川
ま
で
は
田
植
え
を
終
え
た
水
田
が
広
が

る
。
そ
こ
か
ら
道
を
下
る
と
熊
野
川
が
現
れ
、
荘
司

家
の
舟
が
２
艇
停
泊
し
て
い
た
。

　

荘
司
さ
ん
の
家
は
代
々
熊
野
川
を
行
き
来
す
る
物

資
輸
送
の
監
覧
役
を
務
め
て
き
た
そ
う
だ
。

「
川
の
流
れ
を
見
て
黒
っ
ぽ
い
と
腐
葉
土
層
が
流
れ

込
ん
だ
な
、
茶
色
だ
と
ど
こ
か
で
山
崩
れ
が
お
こ
っ

た
の
か
な
と
気
に
な
り
ま
す
ね
」
と
言
う
。

　

ツ
ア
ー
企
画
の
宮
本
淑
子
さ
ん
と
は
道
々
、
熊
野

▲熊野川に向かう荘司さん、木村さん

▲船着き場には荘司家の舟が待っている

▲救命具を着け舟に乗り、いざ出発
◀岸辺の植物について説明する荘司
さん
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川
の
岸
辺
で
発
見
し
た
植
物
、
昆
虫
や
魚
の
話
が
は

ず
み
、
宮
本
さ
ん
は
「
荘
司
さ
ん
は
勉
強
家
で
動
植

物
に
つ
い
て
も
造
詣
が
深
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
草
花

が
好
き
な
女
性
客
に
人
気
が
あ
る
ん
で
す
よ
」
と
言

っ
て
い
た
。

　

舟
は
紀
宝
町
の
河
口
近
く
か
ら
川
上
を
め
ざ
し
て

動
き
始
め
た
。
エ
ン
ジ
ン
を
稼
働
し
て
走
り
出
し
た

が
、
岸
辺
に
植
物
の
珍
し
い
品
種
や
花
が
あ
る
と
速

度
を
落
と
し
説
明
し
て
く
れ
る
。
つ
つ
じ
や
さ
つ
き

の
シ
ー
ズ
ン
で
、
里
で
は
つ
つ
じ
が
賑
や
か
に
咲
き

誇
っ
て
い
る
が
、
川
沿
い
の
さ
つ
き
は
風
や
波
に
さ

ら
さ
れ
な
が
ら
岩
場
で
小
さ
く
可
憐
な
花
を
必
死
に

咲
か
せ
て
い
る
。
や
が
て
奇
岩
群
が
現
れ
る
と
、
荘

司
さ
ん
は
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
艪
を
漕
ぎ
な
が
ら
、

あ
た
り
の
様
子
を
説
明
し
て
く
れ
た
。
ツ
ア
ー
で
は

舟
を
岸
に
着
け
て
箱
眼
鏡
で
水
中
を
覗
き
、
ア
ユ
や

ウ
グ
イ
の
姿
を
見
た
り
し
て
楽
し
む
こ
と
も
あ
る
と

い
う
。

　

御
船
島
を
一
周
し
た
こ
ろ
、
仲
間
の
舟
が
二
人
の

客
を
乗
せ
て
や
っ
て
き
た
。
少
人
数
で
も
採
算
度
外

視
で
実
施
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
少
し
気
に
な
る

と
こ
ろ
だ
。

　

数
百
年
先
の
森
を
考
え
る

　

鈴
木
祥
嗣
さ
ん
も
林
業
家
で
、
巨
樹
等
を
ガ
イ
ド

す
る
。

「
森
の
奥
に
は
関
ヶ
原
の
戦
い
の
頃
に
誕
生
し
た
巨

樹
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
え
ば
当
家
に
は
、
安
政
の

頃
に
作
ら
れ
た
納
屋
と
水
車
が
あ
り
、
そ
れ
を
最
近

解
体
し
た
ん
で
す
。
釘
は
鍛
冶
屋
が
手
作
り
し
た
貴

重
な
も
の
で
し
た
。
解
体
に
は
皆
が
集
ま
っ
て
く
れ
、

写
真
に
も
撮
っ
て
も
ら
い
記
録
を
残
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
」
と
少
し
し
ん
み
り
。

　

代
々
林
業
で
や
っ
て
き
た
が
、
い
ま
林
業
は
大
変

厳
し
い
。「
人
を
雇
う
金
が
な
い
の
で
、
今
は
息
子

と
営
ん
で
い
て
、
私
は
時
々
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
」
と
鈴
木
さ
ん
は
言
う
。

　

鈴
木
さ
ん
は
熊
野
の
森
の
守
り
神
と
も
思
え
る
ほ

ど
、
巨
樹
に
宿
る
生
命
力
に
魅
せ
ら
れ
、
そ
こ
に
何

時
間
で
も
た
た
ず
ん
で
木
と
話
を
す
る
と
い
う
。「
昔

は
特
に
ヒ
ノ
キ
や
杉
は
在
材
と
し
て
20
㎝
位
に
な
る

と
伐
採
し
た
も
の
で
す
。
木
と
長
く
付
き
合
っ
て
き

た
せ
い
か
、
こ
れ
か
ら
は
３
０
０
年
、
４
０
０
年
の

時
間
の
流
れ
の
中
で
林
業
を
考
え
ら
れ
な
い
も
の
だ

ろ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

木
材
の
経
済
性
に
振
り
回
さ
れ
て
荒
廃
し
た
日
本

の
森
や
放
置
さ
れ
た
木
々
。
そ
ん
な
森
の
悲
鳴
も
ツ

ア
ー
客
に
は
聞
い
て
欲
し
い
と
、
鈴
木
さ
ん
は
思
っ

て
い
る
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

文
／
浅
井
登
美
子　

写
真
／
小
林
恵

▲様々な奇岩の出現

▲戦前に設置されたと思われる取水管

▲観光客を乗せた別の船が現れた

▲熊野川には野鳥も数多く生息
▼荘司さんの家の裏手にある森で鈴木さん（左）荘司さん

●紀南ツアーデザインセンター
☎0597-85-2001
http://homepage3.nifty.com/
kinan-tdc/
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魅力ある地域へ
支援隊と住民の取組み

お父さんパワーを結集して竹林整備
向
む こ う じ

淵さとやま遊友クラブ（　　 ）
月
一
度
は
集
ま
っ
て
向む
こ
う
じ淵
地
区
の
美
化
・
植
林
活
動
を

続
け
て
い
る
「
さ
と
や
ま
遊
友
ク
ラ
ブ
」
の
お
父
さ
ん

た
ち
が
、
最
近
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
竹
林
の
整
備
。

増
え
続
け
る
竹
藪
を
除
去
し
て
実
や
花
の
咲
く
木
を
植

え
よ
う
、
休
耕
地
に
草
花
を
咲
か
そ
う
と
、
午
前
中
汗

を
流
し
て
働
く
。
そ
の
日
も
地
区
世
話
人
・
上
田
徳の
ぼ
る

さ
ん

と
清
水
康
男
さ
ん
の
呼
び
か
け
で
約
20
人
が
集
ま
っ
て

集
会
所
周
辺
の
美
化
作
業
に
当
た
っ
た
。

　

大
和
の
古
い
歴
史
文
化
が
息
づ
く
村

　

旧
室
生
村
は
、
山
紫
水
明
の
地
に
奈
良
時
代
末
期

か
ら
平
安
時
代
初
期
の
仏
教
文
化
を
伝
え
る
室
生
寺

の
あ
る
村
と
し
て
知
ら
れ
る
。
室
生
は
町
の
東
部
、

室
生
火
山
帯
の
奥
深
い
山
々
と
そ
こ
を
流
れ
る
室
生

川
渓
谷
に
、
修
験
道
の
道
場
や
各
宗
派
の
寺
院
が
建

立
さ
れ
た
地
で
、
の
ち
に
修
円
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ

た
の
が
室
生
寺
。

　

向
淵
地
区
は
室
生
地
区
の
反
対
側
、
町
内
の
北
部

の
開
け
た
丘
陵
地
帯
に
あ
る
市
街
化
地
区
。
名
阪
自

動
車
道
と
国
道
１
６
５
号
を
結
ぶ
地
区
に
あ
り
、
昔

か
ら
大
和
と
伊
勢
や
東
海
地
区
を
結
ぶ
交
通
の
要
所

で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
向
淵
地
区
の
中
心
部
、
生
活
改
善
セ
ン
タ

ー
と
呼
ば
れ
る
集
会
所
周
辺
は
、
車
の
騒
音
一
つ
な

く
、
水
田
の
中
に
家
々
が
建
ち
並
ぶ
美
し
い
田
園

地
帯
。
市
の
シ
ン
ボ
ル
花
に
な
っ
て
い
る
ス
ズ
ラ
ン

の
群
生
地
が
あ
り
、「
南
限
の
ス
ズ
ラ
ン
」
と
し
て
国

指
定
の
保
護
地
区
に
な
っ
て
い
る
。
地
区
の
人
口
は

１
５
５
世
帯
、
５
４
０
人
。
室
生
区
の
中
で
は
二
番

目
に
多
い
。

　

５
月
下
旬
の
土
曜
日
。予
定
で
は
５
月
30
日
が「
遊

友
ク
ラ
ブ
」
の
地
区
作
業
日
だ
っ
た
が
、
本
誌
の
取

材
日
程
の
関
係
で
、
一
週
間
早
く
伺
う
こ
と
に
な
っ

奈良県宇
う だ し

陀市

室
むろ う

生区
く

竹林の伐採に続いて、集会所裏山のケヤ
キを切り出して運ぶ作業。乾燥したケヤ
キで臼を造り餅つき大会に使うとか
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た
。
世
話
人
の
上
田
さ
ん

に
「
数
人
で
い
い
か
ら
集

ま
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
」
と
お
願
い
し
て
お
い

た
と
こ
ろ
、
集
会
所
に
は

９
時
ご
ろ
か
ら
次
々
と
作

業
服
を
き
た
男
性
た
ち
が

集
ま
っ
て
き
て
、
10
時
に

は
20
名
と
な
っ
た
。

　

皆
さ
ん
、
白
っ
ぽ
い
木

綿
の
シ
ャ
ツ
を
き
ち
ん
と

着
て
軍
手
と
タ
オ
ル
を
持

っ
て
い
る
。

　
「
遊
友
ク
ラ
ブ
」代
表
・

竹
林
整
備
の
リ
ー
ダ
ー
清

水
康
男
さ
ん
、
老
人
ク
ラ

ブ
会
長
の
龍
本
義
平
さ
ん
、

自
治
会
長
の
野
田
佐
十
郎
さ
ん
、
副
会
長
の
福
井
達

旺
さ
ん
│
│
。
最
初
は
自
己
紹
介
を
し
て
も
ら
っ
て

い
た
が
、
ご
め
ん
な
さ
い
、
次
々
と
や
っ
て
来
ら
れ

た
の
で
メ
モ
を
取
る
の
を
あ
き
ら
め
、
ま
ず
は
全
員

集
合
で
写
真
を
撮
ら
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

集
会
所
の
近
く
に
昔
農
協
が
使
っ
て
い
た
建
物
が

あ
り
、
そ
こ
を
譲
り
受
け
て
、
作
業
に
使
う
用
具
や

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
収
納
し
て
い
る
。

　

ほ
と
ん
ど
の
人
が
兼
業
農
家
で
、
近
鉄
大
阪
線
に

近
い
こ
と
か
ら
、
奈
良
、
京
都
、
大
阪
方
面
へ
勤
め

に
出
て
い
る
。
１
時
間
も
あ
れ
ば
大
阪
へ
の
通
勤

も
可
能
だ
と
言
う
。
一
方
、「
も
う
勤
め
を
辞
め
て
野

良
で
働
い
て
い
る
よ
」
と
言
う
人
も
何
人
か
い
た
が
、

皆
さ
ん
若
々
し
く
生
き
が
い
い
。
せ
っ
か
く
の
休
日

な
の
に
、
作
業
す
る
こ
と
を
嫌
が
る
ど
こ
ろ
か
、
楽

し
み
に
集
ま
っ
た
感
じ
で
、「
遊
友
ク
ラ
ブ
」
の
名
前

の
通
り
で
あ
る
。「
向
淵
さ
と
や
ま
遊
友
ク
ラ
ブ
」は
、

里
山
の
機
能
回
復
活
動
を
目
的
に
し
て
お
り
、
増
殖

す
る
竹
林
の
整
備
が
重
要
作
業
に
な
っ
て
い
る
。

　

各
地
の
農
山
村
を
取
材
し
て
き
て
「
お
母
さ
ん
パ

ワ
ー
」
に
は
出
会
っ
て
き
た
が
、
お
父
さ
ん
た
ち
が

こ
れ
ほ
ど
身
軽
に
集
ま
っ
て
く
れ
て
、
地
区
の
美
化

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
例
は
珍
し
い
。
作
業
を
み

な
が
ら
「
や
っ
ぱ
り
、
お
父
さ
ん
パ
ワ
ー
は
凄
い
」

と
実
感
す
る
と
共
に
、
呼
び
か
け
て
く
れ
た
上
田
さ

ん
と
清
水
さ
ん
の
力
量
と
人
徳
に
よ
る
も
の
が
大
き

い
と
感
じ
た
。

　

県
主
催
の「
新
世
紀
ま
ほ
ろ
ば
塾
」で

　

地
域
お
こ
し
と
竹
林
の
整
備
を
学
び
直
す

　

上
田
徳
さ
ん（
55
）は
、
関
西
電
力
奈
良
支
店
に
勤

務
し
な
が
ら
地
区
活
動
を
長
年
手
が
け
、
宇
陀
市
の

市
会
議
員
を
し
て
い
る
が
、
昨
年
奈
良
県
が
主
催
す

る
地
域
づ
く
り
の
人
材
養
成
講
座
「
新
世
紀
ま
ほ
ろ

ば
塾
」
に
参
加
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
21
世
紀
の
地
域
づ
く
り
に
必
要
な

総
合
力
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
備
え
た
人
材
養
成

が
目
的
で
、
平
成
14
年
に
開
塾
し
た
。
講
師
は
奈
良

県
立
大
学
の
教
授
や
地
域
お
こ
し
の
専
門
家
た
ち
。

毎
年
７
月
に
塾
生
20
名
を
募
集
し
、
８
月
か
ら
月
平

均
２
回
土
曜
日
の
午
後
か
ら
夕
方
ま
で
、
講
義
や
地

域
視
察
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
が
10
回
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
る
。

　

上
田
さ
ん
は
昨
年
10
期
生
に
応
募
、
半
年
間
奈
良

市
ま
で
通
い
、
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
て
今
春
「
竹
林

の
再
生
に
よ
る
景
観
改
善
と
竹
林
の
活
用
」
を
発
表

し
た
。

「
竹
は
繁
殖
力
が
強
く
、
面
積
を
増
や
し
背
丈
も
伸

び
る
た
め
、
以
前
は
よ
く
見
通
せ
た
地
区
の
風
景
が

竹
林
に
遮
ら
れ
て
見
え
に
く
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
清
水
さ
ん
ら
が
中
心
に
な
っ
て
竹
林
の
整
備
を

少
し
ず
つ
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
私
も
ま
ほ
ろ
ば
塾

の
グ
ル
ー
プ
研
究
で
竹
林
を
テ
ー
マ
に
し
、
専
門
家

緩やかな丘陵地に広がる向淵地区

遊友クラブの皆さん。
収納庫前で。上段右
から3人目が上田さ
ん、左隣りが清水さん
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の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
」

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
竹
は
一
回
伐
採
し
て
も
ま
た
生

え
て
く
る
た
め
３
回
刈
り
取
り
が
必
要
な
こ
と
。
ま

た
活
用
法
と
し
て
、
刈
り
取
っ
た
竹
を
粉
砕
し
た
も

の
を
土
に
混
ぜ
た
り
表
面
に
敷
く
こ
と
で
、
堆
肥
と

な
り
、
雑
草
が
生
え
に
く
く
な
る
と
い
う
。
集
会
所

の
裏
手
の
林
は
建
物
に
触
れ
る
ほ
ど
竹
林
が
あ
っ
た

が
、
昨
年
す
べ
て
を
伐
採
し
て
明
る
い
林
に
な
り
、

地
面
に
は
粉
砕
し
た
チ
ッ
プ
が
敷
か
れ
て
い
る
。
し

か
し
す
で
に
竹
の
新
芽
が
伸
び
て
お
り
、
３
年
間
は

刈
り
取
り
が
必
要
に
な
る
。

　

竹
の
粉
砕
で
は
、
旧
式
の
粉
砕
機
を
使
っ
て
チ
ッ

プ
状
に
し
て
い
た
た
め
、
音
が
煩
い
と
住
民
か
ら
抗

議
が
き
た
。
そ
の
た
め
現
在
は
粉
砕
作
業
を
中
断
し

て
い
る
。

　

竹
林
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
た
清
水
康
男
さ
ん

（
65
）が
見
せ
た
い
も
の
が
あ
る
と
言
っ
て
案
内
し
て

く
れ
た
休
耕
地
に
は
、
竹
の
後
に
植
栽
を
予
定
し
て

い
る
ツ
ツ
ジ
等
が
植
え
ら
れ
て
い
た
。
花
が
咲
き
実

を
つ
け
る
低
木
を
植
え
て
、
子
供
が
出
入
り
で
き
る

林
を
作
り
た
い
と
上
田
さ
ん
と
清
水
さ
ん
は
言
う
。

　

一
方
で
、
集
会
所
の
屋
根
に
枯
葉
を
落
と
し
て
住

民
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
ケ
ヤ
キ
も
伐
採

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ひ
と
足
早
く
来
た
倉
本
忠
博

さ
ん
が
黙
々
と
幹
に
電
動
の
こ
ぎ
り
を
入
れ
て
い
た
。

根
回
り
は
１
ｍ
も
あ
ろ
う
か
、
も
っ
た
い
な
い
と
思

っ
た
が
、
こ
の
ケ
ヤ
キ
で
子
ど
も
た
ち
も
手
伝
っ
て

臼
を
造
り
、
地
区
の
餅
つ
き
大
会
に
使
う
と
聞
い
て

ほ
っ
と
し
た
。

　

ス
ズ
ラ
ン
と
花
の
あ
る
ま
ち
に

　

別
の
グ
ル
ー
プ
は
集
会
所
脇
に
あ
る
畑
に
水
仙
の

球
根
を
植
え
る
作
業
。
皆
さ
ん
馴
れ
た
手
つ
き
で

手
際
よ
く
畝
を
つ
く
り
、
施
肥
し
て
か
ら
球
根
を
置

い
て
い
く
。
ま
た
畑
の
水
際
に
は
家
庭
か
ら
株
を
持

ち
よ
り
菖
蒲
も
植
え
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
春
と

初
夏
に
美
し
い
花
の
咲
く
丘
陵
地
が
で
き
る
こ
と
で
、

集
会
所
へ
来
る
住
民
の
楽
し
み
が
増
え
そ
う
だ
。

　

こ
の
集
会
所
（
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
）
は
元
小
学

校
だ
っ
た
が
昭
和
43
年
に
廃
校
と
な
り
、
地
域
集
会

施
設
と
し
て
使
用
し
て
い
た
。
そ
れ
を
向
淵
地
区
出

身
の
野
田
順
弘
さ
ん（
オ
ー
ビ
ッ
ク
社
長
）が
私
財
を

投
じ
て
全
面
的
に
建
て
直
し
て
く
れ
た
。
高
級
建
材

を
使
い
照
明
や
空
調
等
も
最
新
設
備
を
備
え
た
建
物
。

地
区
中
央
の
見
晴
ら
し
の
よ
い
場
所
に
あ
り
、
遊
友

ク
ラ
ブ
で
は
周
辺
の
景
観
と
美
化
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

車
で
10
分
ほ
ど
走
っ
た
山
中
に
昭

和
５
年
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
た
ス
ズ
ラ
ン
の
南
限
群
生
地
が

あ
る
。
標
高
４
５
０
ｍ
ほ
ど
あ
り
、

ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
の
木
で
半
日
蔭
を

作
っ
て
育
て
て
い
る
が
、
成
育
の
悪

い
場
所
も
あ
る
。
温
暖
化
の
影
響
か
、

こ
ま
め
な
手
入
れ
が
必
要
で
、
お
ま

け
に
カ
メ
ラ
マ
ン
等
が
撮
影
の
た
め

に
踏
み
込
ん
で
倒
し
た
場
所
も
あ
る
。

「
家
か
ら
元
気
な
の
を
持
ち
寄
っ
て

本
格
的
に
テ
コ
入
れ
し
ま
し
ょ
う
」

と
誰
か
が
叫
ん
で
い
た
。
お
父
さ
ん

た
ち
の
仕
事
は
今
後
も
尽
き
そ
う
に

な
い
。
文
／
横
田
塔
美　

写
真
／
小
林
恵

▲水仙の球根を植えるメンバーたち

▶
竹
林
の
後
に
植
え
る
予
定
の
ツ
ツ
ジ
、モ
ミ

ジ
の
植
林
地
で
。上
田
さ
ん
、清
水
さ
ん（
右
）

▲
可
憐
で
清
楚
な
ス
ズ
ラ
ン
。
各
家
庭
の

庭
に
も
あ
り
、
５
月
中
旬
〜
６
月
上
旬

に
開
花
す
る

◀
南
限
の
ス
ズ
ラ
ン
群
生
地
を
記
し
た
看

板
の
前
で

作業が終わって集会所体育館で。挨拶する上田さん（右）

●奈良県地域振興部地域づくり支援課☎0742-27-8474
●宇陀市農林課☎0745-82-3679
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鶴
岡
市
出
身
の
藤
沢
周
平
の
歴
史
小
説

が
次
々
と
映
画
化
さ
れ
、
鶴
岡
市
内
や

庄
内
各
地
で
撮
影
さ
れ
た
「
お
く
り
び

と
」
が
米
ア
カ
デ
ミ
ー
外
国
映
画
賞
を

受
賞
し
た
こ
と
か
ら
、
庄
内
地
方
が
映

画
の
ロ
ケ
地
と
し
て
人
気
を
呼
ん
で
い

る
。
数
々
の
映
画
製
作
に
協
力
し
、
そ

の
折
に
造
ら
れ
た
昔
の
農
村
漁
村
、
宿

場
町
等
の
セ
ッ
ト
を
撮
影
後
も
壊
さ
ず
保
存
し

て
き
た
庄
内
映
画
村（
株
）。88　
ha
と
い
う
広
大

な
敷
地
に
点
在
す
る
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
が
い
よ

い
よ
９
月
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
る
。

　
「
日
本
の
原
風
景
」
や

　
「
浪
漫
」
を
集
積
し
た
村

　

今
年
９
月
12
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る

庄
内
映
画
村
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
を

運
営
す
る
庄
内
映
画
村
は
、「
蝉
し

ぐ
れ
」（
平
成
15
、
16
年
撮
影
／
黒
土

三
男
監
督
）、「
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
ジ
ャ

ン
ゴ
）」（
18
年
撮
影
／
三
池
崇
史
監

督
）、「
山
桜
」（
18
年
撮
影
／
篠
原
哲

雄
監
督
）、「
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」（
19
年
撮
影

／
曽
利
文
彦
監
督
）、「
山
形
ス
ク
リ

ー
ム
」（
20
年
撮
影
／
竹
中
直
人
監

督
）、「
ス
ノ
ー
プ
リ
ン
ス
」（
20
年
撮

影
／
松
岡
錠
司
監
督
）、「
座
頭
市
ザ
・
ラ
ス
ト
」（
21

年
撮
影
／
阪
本
順
治
監
督
）
が
撮
影
さ
れ
、
そ
れ
ら

の
セ
ッ
ト
の
一
部
を
保
存
し
て
き
た
。

　

私
た
ち
が
取
材
に
伺
っ
た
日
も
撮
影
に
入
っ
て
い

る
時
代
劇
の
宿
場
町
が
美
術
監
督
や
大
工
さ
ん
達
の

手
で
作
ら
れ
て
い
る
最
中
で
、
こ
こ
に
は
旅
籠
や
酒

屋
等
40
軒
が
軒
を
並
べ
る
２
０
０
ｍ
も
あ
る
宿
場
町

上／武家屋敷と宿場街のセット　下／資料館には
「おくりびと」で使用されたお棺も展示

庄内映画村資料館とオープンセットま
では鶴岡駅からレトロバスが送迎する

月山山麓に再現した「日本の風景」
新たにシネマの感動と歴史を刻む
庄内映画村

漁村・農村セット
宿場町セット

山間集落セット
休憩所・ビストロ・
グッズ販売

プレオープン（山形県鶴つるおか岡市し羽はぐ ろ黒）
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が
出
来
上
が
る
と
い
う
。
江
戸
時
代
の
セ
ッ
ト
村
か

ら
戻
る
と
、
セ
ッ
ト
の
外
側
で
は
道
路
や
電
気
、
上

下
水
道
の
設
備
工
事
が
大
詰
め
を
迎
え
て
い
た
。

　

案
内
し
て
く
れ
た
庄
内
映
画
村（
株
）副
社
長
・
丸

山
典の

り
ゆ
き

由
喜
さ
ん（
42
）
の
お
話
で
は
、
今
後
も
撮
影

予
定
の
映
画
が
７
本
あ
り
、
急
な
撮
影
が
入
っ
た
た

め
、
当
初
７
月
に
予
定
し
て
い
た
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト

の
一
般
公
開
を
９
月
ま
で
延
ば
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
一
般
公
開
後
も
撮
影
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の

場
所
は
非
公
開
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
言
う
。

　

こ
の
88　
ha
の
広
大
な
土
地
は
、
ゴ
ル
フ
場
建
設
が

計
画
さ
れ
た
が
20
年
間
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
た
雑
草
地
で
、
映
画
製
作
会
社
が
購
入
し
た
も
の
。

東
京
ド
ー
ム
20
個
分
と
い
う
東
西
に
長
い
土
地
で
、

ま
ず
最
初
に
現
れ
た
の
が
昔
の
宿
場
町
風
景
。
破
れ

た
障
子
、
木
戸
、
開
け
て
入
る
と
土
間
に
は
い
ろ
り

が
あ
り
、
貧
し
い
時
代
の
民
家
や
飯
屋
等
が
軒
を
並

べ
る
街
。
今
に
も
老
婆
や
子
ど
も
が
出
て
き
そ
う
な

気
配
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
先
に
は
映
画
「
座
頭
市

ザ
・
ラ
ス
ト
」
で
建
築
さ
れ
た
本
格
的
な
武
家
屋
敷
。

黒
光
り
す
る
大
黒
柱
や
板
の
間
が
あ
る
玄
関
口
、
老

舗
旅
館
の
客
間
に
も
負
け
な
い
ほ
ど
の
和
室
、
磨
き

あ
げ
た
廊
下
。
そ
こ
か
ら
眺
め
る
植
木
も
見
事
だ
。

床
と
壁
に
血
の
り
の
壮
絶
な
痕
跡
も
残
っ
て
い
た
。

「
撮
影
の
前
に
は
下
見
や
準
備
の
た
め
に
ス
タ
ッ
フ

が
２
、３
カ
月
前
に
き
て
滞
在
し
ま
す
。
街
や
家
を

作
る
た
め
に
地
元
の
大
工
や
土
建
業
者
も
手
伝
い
ま

す
が
、
新
し
い
木
材
を
使
っ
て
古
く
て
朽
ち
か
け
た

よ
う
に
見
せ
る
家
や
用
具
を
作
る
わ
け
で
、
美
術
や

大
道
具
の
方
た
ち
か
ら
い
ろ
い
ろ
学
び
ま
す
。
木
の

香
を
生
か
し
た
ピ
カ
ピ
カ
の
家
を
丁
寧
に
作
る
仕
事

を
し
て
き
た
大
工
に
は
、
映
画
の
家
づ
く
り
は
大
変

刺
激
的
な
よ
う
で
す
」
と
丸
山
さ
ん
は
言
う
。

　

次
に
現
れ
た
の
は
ひ
な
び
た
漁
村
。
海
岸
か
ら
運

ん
で
き
た
砂
地
の
道
路
に
は
貝
類
の
破
片
も
混
じ
り
、

朽
ち
た
網
や
船
も
あ
る
。
約
３
６
０
ｍ
に
わ
た
っ
て

漁
村
特
有
の
白
っ
ぽ
い
家
々
が
軒
を
連
ね
、
ど
こ
か

ら
か
潮
の
匂
い
と
波
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な

錯
覚
に
陥
る
。
骨
董
店
か
ら
集
め
て
き
た
小
道
具
も

無
造
作
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

そ
の
先
に
は
農
村
風
景
が
広
が
る
。
棚
田
に
は
手

植
え
し
た
稲
苗
が
風
に
そ
よ
ぎ
、
周
辺
に
は
数
軒
の

茅
葺
民
家
が
建
つ
。
神
社
や
水
車
、
森
も
あ
り
、
日

本
の
か
つ
て
の
原
風
景
、
貧
し
く
も
自
然
と
共
に
生

き
た
農
民
た
ち
の
暮
ら
し
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

　

こ
れ
ら
の
街
や
家
の
セ
ッ
ト
は
直
線
距
離
に
し
て

１
㎞
近
く
あ
り
、
時
代
劇
を
一
本
つ
く
る
の
に
膨
大

な
時
間
と
予
算
、
人
手
が
か
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

改
め
て
思
い
知
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
に
紅
い
テ
ン
ト
小
屋
が
あ
り
、
中
に
は

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
な
小
物
や
西
洋
骨
董
が
置
か
れ
て

い
る
。
こ
の
小
屋
は
入
園
窓
口
と
ビ
ス
ト
ロ
に
し
て
、

喫
茶
や
グ
ッ
ズ
の
販
売
所
に
当
て
て
い
る
。

　

セ
ッ
ト
は
冬
も
公
開
す
る
予
定
で
、「
大
変
な
の
は

雪
降
ろ
し
や
除
雪
で
す
。
複
雑
に
微
妙
に
出
来
て

い
る
家
々
な
の
で
雪
降
ろ
し
に
は
神
経
を
使
い
ま
す
。

で
も
冬
景
色
も
素
晴
ら
し
い
で
す
よ
。
そ
の
上
、
今

後
も
次
々
と
新
し
い
セ
ッ
ト
が
登
場
し
ま
す
か
ら
、

海
岸
の
砂
を
敷
き
廃
船
も
あ
る
漁
村
の
セ
ッ
ト

本
格
的
武
家
屋
敷
と
見
事
な
庭
園
の
セ
ッ
ト

「
ス
ノ
ー
プ
リ
ン
ス
」
で
作
ら
れ
た
テ
ン
ト
小
屋

茅
葺
民
家
の
前
に
は
手
植
え
し
た
小
さ
な
田
ん
ぼ
が
あ
り
、
ク
ロ
ー
バ
ー

等
の
野
草
の
宝
庫

魅力ある地域へ
支援隊と住民の取組み
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何
度
来
て
も
変
化
の
あ
る
楽
し
い
場
所
に
な
る
は
ず

で
す
」
と
丸
山
さ
ん
は
自
信
を
持
っ
て
語
る
。
鶴
岡

駅
か
ら
映
画
資
料
館
、
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
ま
で
を
レ

ト
ロ
バ
ス
が
運
行
す
る
。

　

庄
内
藩
の
歴
史
風
土
が

　

藤
沢
周
平
の
時
代
小
説
を
生
ん
だ

　

庄
内
映
画
村
の
事
務
所
と
映
画
資
料
館
は
、
月
山

山
系
の
麓
、
松
ヶ
岡
開
墾
場
内
に
あ
る
。
国
指
定
史

跡
に
選
定
さ
れ
、
老
松
と
桜
、
古
池
の
あ
る
庄
内
藩

の
本
陣
か
ら
巨
樹
の
茂
る
道
路
を
入
る
と
５
棟
の
大

蚕
室
が
建
つ
。
江
戸
時
代
末
期
に
は
江
戸
治
安
や
幕

府
打
倒
を
狙
う
薩
摩
藩
と
闘
っ
た
が
大
総
督
西
郷
隆

盛
の
前
に
静
か
に
刀
を
お
い
た
庄
内
藩
。
明
治
維
新

を
迎
え
た
が
、
郷
土
愛
に
燃
え
る
折
り
目
正
し
い
強

靭
な
武
士
集
団
を
解
隊
し
て
士
族
が
職
を
失
う
こ
と

を
心
配
し
た
庄
内
藩
中
老
菅
実
秀
は
、
開
墾
に
よ
る

桑
園
造
成
と
大
規
模
な
養
蚕
を
計
画
し
た
。
明
治
５

年
、
庄
内
志
士
約
３
０
０
０
人
が
原
生
林
を
開
墾
し
、

養
蚕
で
は
先
進
地
の
群
馬
で
研
修
し
た
技
術
者
た
ち

の
意
見
を
聞
い
て
当
時
10
棟
の
蚕
室
を
建
築
し
、
後

に
製
糸
工
場
も
作
ら
れ
た
。

　

昭
和
40
年
以
降
は
養
蚕
の
衰
退
で
徐
々
に
閉
鎖
、

現
在
庄
内
映
画
村
が
事
務
所
と
映
画
村
資
料
館
と
し

て
２
棟
を
借
り
て
い
る
。

「
私
た
ち
が
〝
若
殿
〞
と
呼
ん
で
い
る
酒
井
忠
順
さ

ん
は
19
代
目
で
映
画
村
の
株
主
の
一
人
、
長
男
が
経

営
す
る
『
待ま

つ

』
と
い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
が
隣
に
あ
り
ま

す
」
と
丸
山
さ
ん
は
言
う
。

　

時
代
小
説
で
人
気
の
藤
沢
周
平
は
、
昭
和
２
年
に

旧
黄
金
村
の
農
家
二
男
に
生
ま
れ
、
師
範
学
校
を

出
て
山
形
県
で
教
師
を
し
て
い
た
が
肺
結
核
で
療
養
、

の
ち
に
東
京
へ
出
て
小
説
を
書
き
始
め
た
。
庄
内
藩

は
海
坂
藩
と
い
う
名
前
で
常
に
登
場
し
、
下
級
武
士

大蚕室だった建物を借りて映画資料館に

▲資料館に展示された小道具や部屋のセット

上／丸山副社長（事務所にて）
下／オープンセットを点検し
て回る「刺客」美術スタッ
フの小出間憲さんと映画村
スタッフの江口亮太さん

▲◀レストラン
「待」と、人気の
ハヤシライス
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や
農
民
ら
の
厳
し
く
も
心

温
ま
る
暮
ら
し
を
書
い
て

い
る
。

庄
内
映
画
村
株
式
会
社

設
立
と
そ
の
効
果

　

藤
沢
作
品
を
基
に
「
た

そ
が
れ
清
兵
衛
」
を
映
画

化
し
た
山
田
洋
二
監
督
は
、

酒
田
市
へ
ロ
ケ
の
下
見
に

来
て
、
当
時
鶴
岡
市
観
光
物
産
課
で
働
い
て
い
た
丸

山
さ
ん
が
市
内
各
地
を
案
内
し
た
。
以
来
、
酒
田
や

庄
内
地
方
を
映
画
の
ロ
ケ
地
に
し
た
い
と
い
う
話
が

多
く
な
り
、
そ
の
都
度
丸
山
さ
ん
が
ガ
イ
ド
役
を
担

っ
た
。

「
僕
は
鶴
岡
生
ま
れ
で
、
歴
史
が
好
き
で
京
都
の
大

学
へ
行
っ
た
。
帰
っ
て
か
ら
市
の
観
光
物
産
課
で
働

い
て
き
ま
し
た
が
、
特
に
映
画
が
好
き
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
庄
内
映
画
村
を
設
立
し

て
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
宇
生
雅
明
氏
（
現
庄

内
映
画
村
の
社
長
）
と
の
出
会
い
で
し
た
」

　

宇
生
さ
ん
は
東
京
で
Ｉ
Ｔ
企
業
を
経
営
し
て
お
り
、

親
戚
だ
っ
た
黒
土
監
督
が
長
年
温
め
て
き
た
藤
沢

作
品
「
蝉
し
ぐ
れ
」
を
映
画
化
し
よ
う
と
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
を
引
き
受
け
、
鶴
岡
へ
き
て
撮
影
を
手
伝
っ
た
。

そ
の
時
、
丸
山
さ
ん
ら
地
域
の
人
々
が
映
画
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、
手
弁
当
で
エ
キ
ス
ト
ラ
で
参
加
し

た
り
ロ
ケ
地
の
設
営
に
も
協
力
し
て
く
れ
た
。
そ
れ

が
き
っ
か
け
と
な
り
宇
生
さ
ん
は
映
画
村
株
式
会
社

を
設
立
し
よ
う
と
、
自
ら
庄
内
の
企
業
や
ホ
テ
ル
等

を
回
っ
て
、
一
社
50
万
円
の
協
賛
金
集
め
を
行
っ
た
。

１
０
１
社
が
協
力
会
員
に
な
っ
て
く
れ
、
映
画
村

は
株
式
会
社
と
し
て
18
年
に
設
立
、
丸
山
さ
ん
も
昨

年
９
月
に
市
役
所
を
辞
め
て
、
副
社
長
と
し
て
働
い

て
い
る
。
社
員
は
パ
ー
ト
を
入
れ
て
30
名
だ
っ
た
が
、

オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
の
公
開
で
60
名
に
増
え
て
い
る
。

「
映
画
と
い
う
切
り
口
で
町
の
活
性
化
を
図
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
ロ
ケ
地
と
な
っ
て
か
ら
大
工
の
仕
事

が
飛
躍
的
に
増
え
た
他
、
レ
ン
タ
カ
ー
、
食
事
、
宿

泊
施
設
等
の
利
用
が
多
く
な
り
、
そ
の
効
果
は
大
き

い
。
一
つ
の
映
画
が
始
ま
る
と
最
低
で
も
60
〜
70
人

が
三
ヵ
月
以
上
滞
在
し
、『
お
く
り
び
と
』
で
は
50
人

が
滞
在
し
ま
し
た
。
弁
当
も
一
日
４
食
注
文
さ
れ
ま

す
。
当
社
と
し
て
は
資
料
館
と
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
へ

の
入
館
者
の
増
加
が
カ
ギ
と
な
り
そ
う
で
す
」
と
丸

山
さ
ん
は
淡
々
と
話
す
。

　

も
う
一
人
の
名
物
ス
タ
ッ
フ
が
、
庄
内
映
画
村
資

料
館
館
長
の
画
家
・
平
野
克
己
さ
ん（
45
）。
東
京
に

事
務
所
を
持
つ
水
彩
画
家
だ
が
、「
お
く
り
び
と
」
の

撮
影
ス
ケ
ッ
チ
を
頼
ま
れ
て
来
村
、
以
来
「
鶴
岡
の

風
土
や
人
々
が
気
に
入
り
、
年
中
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」
と
言
う
。

　

映
画
撮
影
中
は
ス
チ
ー
ル
マ
ン
以
外
は
写
真
を
撮

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
平
野
さ
ん
は
許
可
を
得

て
現
場
に
立
ち
、
数
秒
間
、
数
分
間
で
役
者
の
表
情

や
撮
影
の
様
子
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
。
普
通
一
分
間
に

一
枚
描
く
と
い
う
、
ペ
ン
や
筆
を
自
在
に
使
っ
て
描

い
た
絵
は
、
写
真
と
は
違
っ
た
趣
が
あ
る
と
好
評
で
、

資
料
館
内
で
の
展
示
に
と
ど
ま
ら
ず
、
巡
回
展
も
行

わ
れ
て
い
る
。

「
鳥
海
山
と
月
山
を
望
む
こ
の
地
の
自
然
も
素
晴
ら

し
い
が
、
こ
こ
に
住
む
人
々
が
い
い
。
エ
キ
ス
ト
ラ

を
す
る
人
々
は
こ
こ
の
風
土
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。

映
画
に
興
味
が
な
か
っ
た
と
淡
々
と
言
う
丸
山
さ
ん

も
大
変
な
熱
血
漢
で
、
時
代
劇
の
撮
影
が
始
ま
る
と

車
の
音
が
入
ら
な
い
よ
う
に
と
周
辺
の
車
の
走
行
を

ピ
シ
ャ
リ
と
止
め
て
し
ま
う
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

映
画
づ
く
り
を
私
も
共
有
し
て
い
こ
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
」
と
平
野
さ
ん
は
一
週
間
お
き
に

映
画
村
へ
来
る
生
活
を
し
て
い
る
。

　

資
料
館
で
は
映
画
に
使
わ
れ
た
部
屋
を
再
現
し
た

り
小
道
具
や
資
料
、
写
真
等
を
展
示
し
、
予
告
編
等

を
観
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
ま
で
資
料
館
だ
け
で
年

間
2
〜
3
万
人
の
見
学
者
が
い
た
が
、
オ
ー
プ
ン
セ

ッ
ト
の
開
園
で
7
〜
8
万
人
が
来
る
と
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
環
境
に
や
さ
し
い
レ
ト
ロ
バ
ス
を
鶴
岡
駅
、

映
画
資
料
館
、
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
と
巡
回
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
を
見
学
す
る
と
、
そ
の
映
画
を
ぜ

ひ
観
て
み
た
い
と
思
う
の
で
、
次
は
市
内
の
映
画
館

で
上
映
し
て
く
れ
る
と
あ
り
が
た
い
。

文
／
浅
井
登
美
子　

写
真
／
小
林
恵

鶴岡市内を流れる川は藤沢作品の舞台にも

平野館長と平野さんがスケッチした映画撮影のスケッチ

●庄内映画村☎0235-62-2080
http://www.s-eigamura.jp/
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INFORMATION──田舎暮らしをサポートする各種制度

交流居住のポータルサイト
発信中！！
http://kouryu-kyoju.net/
　交流居住ポータルサイト「交流居住の
ススメ」では全国約530の各自治体が、
田舎と都市を行き来するライフスタイル
の情報を提供しています。生活関連情報、
滞在施設、体験プログラム、その地での
暮らしのノウハウなど、掲載プログラム
は全国で約4500件。6種類の検索方
法より、必要な情報をお探しいただけま
す。また、毎月第１、３水曜日にはメー
ルマガジンを発行し、最新の田舎暮らし
情報、モニターツアーなどの情報を紹介

しております。
　ポータルサイト「交流居住のススメ」
は、交流居住をスタートしようとされて
いる方のサポーターです。田舎暮らしに
興味があるなら、一度ご覧になってみて
は。素晴らしい日本の故郷がお待ちして
います。

交流居住
優良事例集
「田舎暮らしの
ススメ」④
都市で生活しなが
ら時々田舎へ行っ
て、自然や土にふ
れたり地元の人や
文化と交流する

「交流居住」。そんな新しいライフスタイ
ルの事例を紹介します。Ａ4判80頁。
本誌をご希望の方は（財）過疎地域問題
調査会へ。

De POLA［でぽら］ No.37 2009年秋冬号
発行日／平成21年 9月5日
発行所／財団法人過疎地域問題調査会
〒105-0001  東京都港区虎ノ門一丁目13番5号　第一天徳ビル3階
☎ 03-3580-3070　FAX03-3580-3602
http//www.kaso-net.or.jp/
編集協力・印刷／株式会社ぎょうせい　編集工房アド・エー

編集後記
▼石州和紙の取材で島根県三隅町へ。宿泊した「マリーンホテル
はりも」では、オーナーご夫妻の温かいお人柄に感激した。客室
から眺めた、日本海に沈む美しい夕日も忘れられない。（Ｒ）
▼ツアーガイドの達人荘司、宮本さんの案内による熊野川の舟下り、
宿泊した「瀞流荘」と丸山千枚田、さらに熊野から上北山村、川上村、
東吉野村を経て旧室生村に至る道程は、深い森と渓谷美にあふれ、
旅の醍醐味を満喫できた。またぜひ訪ねたい場所である。（Ａ）
▼今回は、命と向き合う多忙なお医者さん、こつこつと農林漁業
の研究調査に励む専門家たちをほんの一部だが紹介でき、改めて
関係者の方々にお礼申し上げます。（Ａ）

山間部の集落維持と活性化を！
総務省の「集落支援員制度」
　同じ市町村の中でも山間部や島などは
過疎化と高齢化が進み、独り暮らしや高
齢世帯が多くなっている。そのため田畑
の休耕地が増え、地域活動も停滞、また
町村合併により地域活動が低迷した地区
もある。
　総務省は昨年8月、「集落支援員制度」
を創設、市町村やJAの職員OB、地域の
事情に明るい人、田舎暮らしに関心のあ
る外部の若者等の人材を支援員として派
遣して、過疎集落を見回り、住民生活の
相談や支援、集落の維持や活性化に関す
る手伝いをしてもらう制度を設けた。集
落支援員設置の自治体には、人件費を含
めた経費を特別交付税で国が負担、支援
員には報酬が支払われる。
　制度施行半年後の平成21年2月の時
点ですでに11府県、市町村では26道府
県の66市町村が設置、支援員数は専任
199人、兼務約2000人であることが
わかった。
［集落支援員・実施地区の一例］
・和歌山県すさみ町──専任支援員5人
と役場職員による「集落見守り隊」を結
成し、11地区を定期的に巡回していく
ことになった。
・岩手県田野畑村──3人の専任支援員
がいて、高齢者の見回り、休耕地に山菜
を植える、都市の人に農家宿泊をPRす
る等の活動をしている。
・上越市中ノ俣地区──都市から移住ま
たは田舎暮らしに関心のある若者7人で
結成したNPO「かみえちご山里ファン
倶楽部」が交代で農家の農作業や棚田の
手入れ、雪下ろし等を支援している。中

ノ俣地区は平均年齢74歳、21世帯が一
人暮らしで、現在都市から来た若者が定
住して支援活動に当たっている。

農林漁村で体験研修「田舎で働き隊」
　農林水産省では、農林漁業者の高齢化
や人手不足を補い、後継者の育成を推進
するため、農村活性化人材育成派遣支援
モデル事業として「田舎で働き隊」事業
を実施、隊員を募集している（募集時期
や人数は地域によって異なるので詳細は
問い合わせを）。現在モデル事業補助金
等の交付が認められている団体（法人の
農業団体、農協、大学、森林組合、漁業
組合）は全国で51団体となっている。
隊員には実践研修の「おためしコース」
があり、「おためしコース」は最長1年間
で、研修中は手当てが月14万円支給さ
れる。研修を終えてその地域や農家等へ
定住・営農を希望する人も多い。
　昨年の「田舎で働き隊」実績を見ると、
受け入れた地区は42都道府県232市町
村で延べ2500人になっている。仕事は
農林業、漁業の研修の他、イベントや農
産物加工所の手伝い、畜産、棚田の保全
活動等で、農林漁業体験が全体の3割を
占めた。参加者の年齢は20代が4割で、
日数は「4～6日」が4割だった。
　農林水産省農村振興局・活性化企画班

「田舎で働き隊」係☎03-3502-8111
内線5451　
　またNPOふるさと回帰支援センター
でも秋田県から沖縄県まで全国15地区
の農林漁村での宿泊型仕事、生活体験研
修者を100～150名募集している（平
成21年3月現在）。7月頃には予定の定
員が集まり募集を終了する地区が半数と
なるので、詳細は電話かインターネット
で。研修期間は平均1週間で、交通費・
宿泊費・食事は主催者が負担する。他に
田舎での仕事や就職、移住等の情報提供
も行っている。ふるさと回帰支援センタ
ー☎03-3543-0336　インターネッ
トでは ［ ふるさと回帰］か、www.
furusatokaiki.netで検索を。

島根県中山間地域づくりブレーン
バンク（本部/飯南町）
　市町村や集落、自治会、高齢者グルー
プ、女性団体等の要請を受けて、県内外
の専門家を派遣してアドバイスや支援活
動を行うもので、地域づくりのプランニ
ング、イベントの企画運営、講演等の助
言活動等を行っている。専門家の派遣諸
経費は島根県が負担、資料作成等の経費
は各団体が負担する。アドバイザーには、
地域づくり全般部門、産業観光・マルチ
メディア部門、生活福祉部門に専門家等
約20名がおり、地域の状況や要望を受
け、農業の協力員や都市移住者の斡旋等
も行う。
　同ブレーンバンクのスタッフとして島
根県浜田市弥栄町下田原地区に移り住ん
だ皆川潔さん（33）は、菜の花畑を栽培、
喫茶店をつくり、観光誘致、祭り復活等
に取り組んでいる。しまね中山間地域研
究センター☎0854-76-2025

ススメ
交流居住の先進自治体事例集

田舎暮らしの
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